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　カナン村はガドリーユ王国の西の辺境に位置する。情報の伝達が遅い田舎だが、ひとたび情報が入れば、すぐに村中に拡散するほど小さな村だ。

　今日は隣国メルセンス王国との休戦の話題でもちきりだった。

「聞いた？　和平の条件は、王太子様とあっちの王女の結婚だそうだよ」

　マリーベルは、すでに耳にタコができている。職場である食堂でも、一日中この話題ばかりだったのだ。

　二年ほど続いた戦争は、国を代表する精鋭部隊の対決で幕を閉じた。勝利者はガドリーユ王国。その立役者が王太子アンドレアだ。

　領土を奪われることを恐れたメルセンス王国は、戦争中に発生した負債の一部返済と第一王女イルゼの輿入れを条件として、領土譲渡なしの平和条約締結を求めた。

　ガドリーユ王国はこの申し入れに難色を示したが、中立国として仲裁にあたったライネルド帝国に押し切られる形で同意した。

「でもあんな国の王女が王太子妃になるなんていやだねぇ」

　ある女性のつぶやきが耳に入って、マリーベルは眉を顰ひそめる。

（どんな王女様でもいいわ。これでコリンが軍にとられる心配は無くなったんだもの）

　マリーベル・ニューマンは十八歳。両親と弟の四人暮らしで、十四歳からずっと食堂で働いている。こげ茶色の髪と、クルミのような丸い瞳を持つ可愛らしい容姿だ。

　物心ついたときから両親と暮らしているが、父はマリーベルが言葉を話すようになると、「お前は俺の娘ではない」と拒絶するようになった。本当の父を見たこともないマリーベルにとって、父と言える人は彼だけだったにも関わらず、だ。

　彼女が七歳のときに弟のコリンが生まれると、それは余計にひどくなった。父は、我が子であるコリンのことは甘やかすのに、マリーベルのことはまるで召使のように扱うのだ。

　居心地がいい家ではないが、帰る家はそこしかない。それに、家にはコリンがいる。コリンは素直で、無邪気に彼女に懐いた。可愛い弟は、彼女の唯一の癒しだった。






　マリーベルの家がある長屋通りの前に、道を塞ぐほど大きな馬車が止まっていた。黒色の箱馬車で、縁取りは金メッキの細工飾りが施された豪華なものだ。見慣れない馬車があることで、野次馬根性の隣人たちが家の周りに群がっている。

「なにかあったんですか？」

　人をかき分けながらマリーベルが自宅の前まで来ると、隣の家のおばさんが教えてくれた。

「どうもコリンがなにかやらかしたらしいよ。貴族の男の人が、すごい剣幕でコリンを引きずりながら家に入っていったんだ」

　マリーベルは血の気が引いた。貴族を怒らせると、連れていかれて奴隷扱いになることもある世の中だ。コリンにもしものことがあったらと思うと、平静でいられない。野次馬を押しのけながら家に入った。

　視界に飛び込んできたのは、土下座する両親と怯えきって泣いているコリン。そしてもうひとり、黒のマントを羽織った銀髪の長身の男性だ。振り向いた彼は鼻筋の通った美形だったが、目つきが鋭く、瞳が黒っぽいせいか冷ややかな印象があった。

「これは、……お嬢さんかな。お邪魔していますよ」

　予想外に丁寧に挨拶され、意気込んでいたマリーベルは毒気を抜かれた。

「えっと。……なにかあったんですか？」

「こちらの少年が、私の馬車の前に飛び出してきてね。御者が避けたが、馬が驚いて車体を後ろ脚でけり上げたのだ。内部は大きく揺れ、私は怪我をした。これは原因である少年に損害を弁償してもらおうと思って、お父上と交渉していたところだよ」

　聞いているうちに、今度は血の気が引いてくる。馬車の損害なんて、日々の生活もキツキツの自分たちに払えるわけがない。

「損害ってどれくらいですか？」

「そうだな。私の精神被害も含めると金貨十枚くらいかな。この少年が五年も働けば、払えると思うよ」

　男の言葉に、コリンは小さな悲鳴を上げた。マリーベルには馬車の値段はわからないが、金貨一枚が一家四人のひと月の生活費より高いことを考えれば、どう考えても法外だ。

「そんな……でも、見たところあなたは怪我なんてしていませんよね？　馬車だって、家に入る前に見ましたが、壊れてなんてなかった。……その金額はおかしくないですか？」

「こら、マリーベル！」

　マリーベルを叱りつけるのは父だ。近寄ってきて後ろ頭を掴まれたかと思うと、力任せに頭を下げさせられる。

「申し訳ありません。娘が失礼を。……先ほどのお話ですが、コリンはうちの後継ぎです。狭いとはいえ畑もあり、男手が無ければ暮らしてはいけません。労働で弁償をというならば、コリンの代わりに娘をお連れください」

「父さん？」

　突然の話に、マリーベルは目をむいた。だが父はマリーベルのことなど見てもいなかった。愛想笑いを浮かべながら、必死に貴族の男に向かって頭を下げている。これにはコリンも驚き、マリーベルをかばうようにしがみついてくる。

「駄目だよ。悪いのは僕なんでしょう？」

　コリンは泣きながら男の足もとにひざまずいた。そんなコリンがかわいそうで、マリーベルは彼の背中にそっと手を添えながら、男の顔を見上げた。

　彼は、さっきまでの紳士な印象とは違い、ひどく満足げな笑みを浮かべていた。

「お嬢さんを……。それはいい選択だ。女性のほうが早く返せる」

　男はうんうん頷くと、コリンを無視してマリーベルの腕を掴んだ。あっという間に後ろ手に両手首を掴まれ、身動きが取れなくなる。

「よし、こちらのお嬢さんをいただくことで交渉成立だ」

「いやよ、放して」

　マリーベルは逃げようともがいたが、次の瞬間、父から頬を叩かれた。

「マリーベル、コリンのためだ。おつとめを果たしてこい」

「父さん？　ひどいわ！」

　父は、もう他の手段は考えてはいなさそうだった。さすがに母も「あなた、あんまりよ」と言ったが、父は「うるさい」と一蹴し、貴族の男に向かって愛想笑いを向ける。

「この通り少しばかり気の強い娘ですが、器量は悪くはありません。どうぞ連れて行ってください」

「いやだ！　姉ちゃんを連れて行かないで」

　コリンと母が涙を浮かべた目でこちらを見つめたが、男がマリーベルを拘束する手を緩めることはない。

　コリンとは違って、年ごろの娘であるマリーベルに求められるのは労働ではないだろう。恐怖で体がすくんでくる。

「放して！」

「悪いが、もう話は決まった。お前の身柄は私がもらい受ける。この娘が返済以上に働くようなら、過分をこの家に届けさせよう」

「本当ですかい。よろしくお願いします」

　父はいっそ笑顔を浮かべている。マリーベルは悲しいというより虚しくなった。父は本当に自分に対して愛情が無いのだ。ずっと一緒に暮らしてきたというのに。

「助けて、母さん！」

　男は引きずるのが面倒だと思ったのか、マリーベルを肩に担ぎあげた。

　父にはもとより助ける気はなく、母は涙を浮かべて痛ましそうな顔はしているが、追ってまでは来ない。

「姉ちゃんを放せ！　だったら僕が行く！」

　ただひとり、コリンだけが男の足に飛びついてマリーベルを助けようとしてくれた。が、足で払われてあっさりと床に転がった。

「大事な息子にはちゃんと礼儀を教えるんだな。では失礼」

「コリン！」

　コリンが心配で声を上げたが、男はマリーベルを抱えたままどんどん歩いて行ってしまう。

「待って！　今すぐなの？　着替えだって必要なのよ？」

「それくらいは用意してやる。身ひとつで十分だ。来い」

　外に出ると、集まっていた野次馬たちは、まるで囚人のような扱いを受けるマリーベルを見て、後ずさりをした。

「乗れ」

「待って！　姉ちゃんを返せ！」

　馬車の中に押し込まれたマリーベルは、追ってきたコリンの声に、力いっぱい扉を押し返して外を見た。

「コリン、危ないわ」

「姉ちゃん！」

　だが、コリンが追い付く前に、男によって無情に扉は閉められる。

「待って！　コリンにお別れをさせて」

「いいや、待たない。お前は売られたんだ。私の命令には逆らうな」

　無情にも馬車が動き出す。

「姉ちゃん！　僕、迎えに行くから。姉ちゃんを助けに行くから」

　コリンの悲鳴のような声が聞こえた。マリーベルは逃げようともがいたが、男の力には敵わない。

「やれやれ、自分が原因だというのに、困った少年だ」

　呆れたように言う男を、マリーベルは睨みつけた。

「馬車はちゃんと動くじゃない！　あなたこそ、言いがかりじゃないの？　本当にコリンが馬車の前に飛び出したりしたの？」

「なかなかに気の強い娘だな。……おとなしくしろ。もう一度言うが、お前は売られたのだ。つまりお前の主人は私だということになる」

　冷たく言われ、マリーベルはなにも言えなくなる。おとなしくなった彼女を見て、男は鋭利な印象のある顔に、少しばかりの笑顔を覗かせた。

「自己紹介をしていなかったな。私の名はオースティン・エリクソン。とある高貴なお方の護衛騎士をしている」

「騎士？　貴族ではないの？」

「父親は末端だが爵位を持っている。だが、私は後継ぎではないから名乗るべき爵位はない。職業は騎士だな」

　マリーベルは改めてオースティンを見る。銀髪にばかり目が行ってしまうが、体つきを見れば、程よく筋肉がついている。先ほど、軽々とマリーベルを抱え上げたところを見ても、力はあるのだろう。マントで隠れていたが、腰のベルトには細身のレイピアが下がっていた。

「それで……私は、いったいなんの仕事をさせられるの？」

　下働きとして働かされるなら別にいい。だが、貴人の慰み者にされるのはごめんだ。

「それは、屋敷に行ってから話そう。大事な役目をお願いしたい。お願いといっても、断るという選択肢はないがな。それと、知りえた秘密はすべて守ってもらう。……なにかあれば、お前と、お前の大事な弟の命はないと思え」

　最後の凄みの利いた声に、マリーベルは体を震わせた。ただ睨まれているだけなのに、鋭利な刃物を頬に押し付けられたような気分だ。

「……わ、わかりました」

　それ以外の返事をどうして言えるだろう。すでにマリーベルの命は、オースティンの手の中にある。

　それ以降は黙っていたが、馬車に揺られる時間が長くなればなるほど、不安は高まっていく。

　やがて、馬車が大きく揺れて止まった。オースティンは眉を寄せ、馬車から出て行く。

（もしかして逃げるチャンス……？）

　たかが小娘と油断しているのか、手にも足にもなんの拘束もされていない。マリーベルはそっと扉に近寄った。

　御者と話しているのか、声は馬車の前方からする。降りて反対側に走れば逃げられるのではないかと思えた。

　できるだけ静かに馬車の扉を開ける。軋んだ音がしてひやりとしたが、前方から聞こえる話し声は止まることはなかった。

（今だわ）

　息をひそめたまま馬車の後ろ側に回ったとき、壁のようなものとぶつかった。弾力のあるそれが人間の体だと気づいた途端、首の後ろに鈍い衝撃が走った。目の前が真っ暗になり、意識は急速に遠ざかる。

「なかなか予想通りの動きをするものだ」

「では馬車は族長にお返ししてきます。オースティン様もお気をつけて」

「ああ。お前も気をつけてな」

　オースティンは再びマリーベルを抱え上げた。完全に意識を失っているからか、先ほどよりは重く感じる。

　ここはメルセンス王国とガドリーユ王国の国境・ルセンス川の上流だ。先住民族であるディアード族だけが知っている、川幅が極端に狭くなっているポイントだった。

「目覚めて他国にいたらさぞかしびっくりするだろうな。それとも他国に来たことも気づかないか」

　ディアード族が土地全体に住んでいたころ、二国はひとつの国だった。そのため、言語が一緒なのだ。

「さあ。しばらくこの国とはお別れだ」

　オースティンは彼女を抱えたまま、浅瀬に足を踏み入れた。上手に深いところを避け、見る見るうちに川の半分ほどまで渡っていく。

「う……コリン」

　マリーベルのうめき声を聞いて、オースティンはやや呆れた気分で笑った。

「ずいぶん弟想いだな」

　彼のつぶやきは、川のせせらぎにかき消された。
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　気が付いたとき、マリーベルは毛布に包まれて床に寝かされていた。どうやら小屋の中にいるようだ。誰もいない……とあたりを見回していると、無遠慮に扉が開き、オースティンが入ってきた。顔を洗っていたのか、銀髪に滴が散っていて妙に神々しく見える。

「起きたのか。ずいぶんよく寝ていたな」

　まだ首がズキズキと痛む。しかめっ面をして睨むと、オースティンは酷薄に笑った。

「逃げ出すなんて無謀だと理解したかな」

　逃亡計画は失敗のようだ。マリーベルは唇を噛みしめ、キュッと拳を握る。

「完全に明るくなる前に、移動するぞ」

　急かされて、マリーベルは昨日とは違う小型の馬車に乗せられた。ここは森の中のようでこの小屋以外に建物は見当たらない。

　そこからさらに二時間ほど馬車は走り、やがて緩やかに速度を落とした。

「着いたぞ」

　マリーベルは痛む体をゆっくりと起こしたが、その瞬間に馬車が大きく揺れ、もう一度座面に倒れ込んだ。

「なにをしている、さあ、降りるんだ」

　オースティンは助けてくれるわけでもなく、一瞥して先に馬車を降りてしまう。再び体を起こし、ふらつく頭をおさえながらゆっくりと降り立った。

　あたりは夜の終わりを告げるように白んでいた。人々は寝ている時間だろうが、目の前に建つ屋敷には、明かりがついている。屋敷を囲むように木々が植えられていて、周りの景色はよく見えない。

「アナ！　帰ったぞ」

　出迎えを待つことなく、オースティンは扉を開ける。

「はいはい。大体時間通りですね。オースティン様、お帰りなさいませ」

　のそのそと出てきたのは、顔にややしわが見える、年配の女性だった。紺地のワンピースに白のエプロン。白の布を頭に巻き付けていて、髪の毛もその中にまとめられていた。

　アナは、マリーベルを見て一瞬驚いたような顔をしたが、すっと表情を引き締めた。オースティンに視線を投げかけ、なにやら頷きあっている。そのあとマリーベルに向き直り、柔らかい笑顔を見せた。

「さあさ、こちらへどうぞ」

　目の前に手を差し出され、マリーベルは警戒しながらも彼女に従った。

　長い廊下を進んで、連れていかれたのは浴室だ。浴槽の半分ほどにお湯が張ってあり、湯気が上がっている。

「もう少しお湯を足しますから、お待ちくださいね」

　よくはわからないが、アナはマリーベルの来訪を知っていて、そのために風呂の用意をしていてくれたらしい。

「これだけあれば十分です」

　アナがお湯を取りに出ていこうとしたので止めた。平民のマリーベルは、普段湯につかることはほとんどなく、手桶に組んだ水でタオルを濡らし、体を拭うのが毎日の入浴にあたる。体の半分もお湯につかれるなら十分な贅ぜい沢たくだ。

　アナに勧められるまま湯に入り、彼女の手を借りて髪を洗う。裸を見られるのは恥ずかしいし、自分でできると言ったのだが、アナは頑として譲らなかった。

　温かい湯につかっている間はほぐれていた気持ちは、着替えと称して持ってきてくれた茶色のワンピースを見た途端、不安で染め上げられた。

　首繰りが広く、下手をすると胸の谷間が見えてしまうような官能的なデザインだ。

（私……やっぱりあの人の慰み者にされるのかしら）

　あの状態で攫さらわれてきたのだ。まともな扱いをされるとはマリーベルも思っていない。

　ワンピースは胸元を紐で結ぶ仕様になっていたので、下着が隠れるよう、しっかり引っ張ってから結んだ。

　着替えが終わると、アナは無駄口を叩かず、マリーベルの髪をタオルでふき取り、ひとつに結い上げた。軽く化粧まで施され、鏡の前に立たされる。

　鏡に映った彼女は、今までの薄汚い村娘という風情ではなかった。立派なお屋敷で侍女働きをしていると言っても通用するくらいに、清潔で華がある。いや、ともすればお屋敷のお嬢様だと言っても疑われないくらいだ。

「これから向かう部屋には、高貴なお方がいらっしゃいます。ご無礼の無いようになさってください。こちらから話しかけることはせず、問いかけられたら答えること。許可が出るまでは、顔を上げてもいけません」

　どうやら、マリーベルを慰み者にしようとしているのは、オースティンではないようだ。では彼の仕える貴人なのだろうか。脂ぎった中年を想像し、気分はもっと悪くなった。

（怖い。……逃げたい）

　だが、アナがしっかり見張っている今は、逃げ出すのは不可能だ。マリーベルは仕方なく、促されるまま歩き出した。






　アナが応接間の扉をノックすると、入室の許可はオースティンの声で告げられた。

　扉が開かれ、マリーベルは自分の靴のつま先を見つめながらゆっくり前へと進んだ。

　ソファに人が座っている気配と、強い視線を感じる。十歩進んだところで、「そこに跪ひざまずきなさい」とオースティンが告げた。

　言われた通りに腰を落とした彼女は、続く声に驚いた。

「顔を見せなさい」

　それは、予想に反して女性の声だった。失礼にならないようゆっくり顔を上げ、ソファに座る女性を確認したマリーベルは、驚きで息を止めた。

　女性は、胸元まで伸びたまっすぐなこげ茶色の髪を有していた。ドレスはベルベット素材のえんじ色で、派手ではないがドレープが美しい。そして、その顔は……。

「……私？」

　クルミのように丸い茶色の瞳、少し丸みを帯びた鼻、小さな上向きの唇。マリーベルは自分の顔を触った。まるで鏡でも見ているように、目の前の彼女は自分とそっくりなのだ。

　彼女も目を見開いてマリーベルをまじまじと見ていたが、我に返ったように扇を取り出して顔を隠すと、「不ぶ躾しつけに見すぎよ」と冷たく言う。

　ふたりの対面を見守っていたオースティンは、ソファの脇に立ったまま、口を開いた。

「マリーベル。こちらはイルゼ・ドローレンス様。恐れ多くもメルセンス王国の第一王女であらせられる」

「王女様？　嘘……」

　あまりにも突拍子もない話で、マリーベルは事態が飲み込めない。

「メルセンス王国の王女様が、ガドリーユ国にいるわけがないわ」

　自分を落ち着かせるためのつぶやきに、答えたのはオースティンだ。

「ここはメルセンス王国だ。君が気を失っている間に国境を渡った。もちろん、彼女は君が謁見できるような人物ではない。今回はお忍びでここにおられる」

　マリーベルには冷たく言い放ったオースティンだったが、イルゼには優し気な笑顔を向け、そっと耳打ちした。

「これがお話しした娘です。どうです。そっくりでしょう」

「本当ね、オースティン。驚いたわ」

　イルゼはソファから立ち上がってマリーベルを見下ろした。赤の他人がどうしてこんなに自分と似ているのかと、マリーベルは不思議でならない。

　イルゼは口元に笑みを浮かべながら、扇を畳み、マリーベルの肩を勢いよく叩いた。

「頭が高いわよ。私が傍に来たなら、あなたは頭を下げなさい」

「は、はい。……申し訳ございません」

　マリーベルは急いで頭を下げる。叩かれた右肩は痣になるのではないかと思うほど痛かった。

「お前は、弟の代わりにここに連れてこられたと聞いてます。オースティンに無礼を働いた弟の代わりに、お前が働くの。いいわね？」

「はい」

「オースティンは私の護衛騎士。だから私の命令はオースティンの命令と同じと思って。それもいいわね？」

「はい」

　イルゼはとても高圧的だった。聞いているだけでいやな気分になってくる。

「じゃあまず、名と年齢を」

「マリーベル・ニューマンです。十八になります」

「私と同い年ね。いい？　あなたはこれから、私の侍女として仕えるの」

「侍女？」

　マリーベルは思わず顔を上げる。平民が王女付きの侍女になれるのならば、それはむしろ厚遇だと言える。王女の側近は、作法も教養もそれなりに求められるので、貴族令嬢が務めるのが普通だ。

　彼女の護衛騎士であるオースティンに無礼を働き、その償いとして連れてこられたにしては、展開がおかしすぎる。

「無理です、侍女なんて。作法も知らないのに」

「教育は施します。嫁ぎ先に、礼儀も知らない無礼な侍女をつけて行くわけにはいきませんから」

「嫁ぎ先って……」

　メルセンス王国の第一王女イルゼが嫁ぐのは、自国ガドリーユ王国だ。

「私が、王城にまでお供するんですか？」

　信じられなさ過ぎて、思わず無礼なのも忘れて思いきりイルゼの顔を見つめた。

　彼女は苦笑すると、扇をマリーベルの喉元に突き付け、トン、と強く押した。喉が押され、一瞬息ができなくなり、小さな咳が出る。

「そうよ。大事な話なの。お前は秘密を守らなければならないわ。お前がするのは私の身代わり。たった一晩でいいの。私の代わりにアンドレア王子に抱かれなさい」

「は……？」

　マリーベルの頭が、真っ白になる。侍女をするのに、抱かれろとはどういうことなのか。しかも王子に。

　結婚をするわけでもない相手に抱かれるなんて、彼女の常識ではあり得ない。更にあり得ないと思うのは、王族同士の結婚に、平民が介入することだ。

「なにをおっしゃって……」

「言葉のとおりよ。だからお前が選ばれたんじゃないの。これだけ顔がそっくりなら、夫になるとはいえ初対面の男性は疑ったりしないわ」

　イルゼとして抱かれろ、と彼女は言っているのだ。

　それではまるで、最初からマリーベルが狙われていたみたいではないか。

　思わずオースティンを睨むと、彼はその口元に底意地悪そうな笑みを浮かべた。

「なんだ？　その目は。すべて偶然に決まっているだろう？　偶然お前の弟が私の馬車の前に飛び出してきて、償いに連れ出されようとした。そこで偶然お前が帰ってきて、お前の父によって身代わりに差し出された。ほら、なにかおかしなことでもあるか？」

　おかしなことだらけだ。これでは最初から仕組まれていたと考えたほうが正しい。マリーベルは騙されて連れてこられたのだ。

「冗談じゃないわ。私は帰ります。見ず知らずの人に抱かれるなんて……。しかも身代わりだなんて絶対にいや……」

　バシンという打撃音とともに、マリーベルの体が横に傾いだ。手を振り下ろしたのはオースティンだ。

「イルゼ様に無礼な」

「いいのよ。傷がついたら問題でしょう。オースティン」

　イルゼは柔らかな笑みをオースティンに向けたのち、床に崩れ落ちたマリーベルをあざ笑うように見下ろす。

「騙されたと思っているのよね。その通りかもしれないわ。けれど、お前がどこに逃げられると思う？　ここはお前の知らない土地だし、頼る人間もいない。もし逃げたら、報復としてお前の大事な弟を殺します。平民を殺す理由なんていくらでもつけられるのは、もうわかっているでしょう？」

　叩かれた頬の痛みと、笑みを浮かべたまま恐ろしいことを告げるイルゼへの恐怖で、マリーベルの体は震えだした。

　イルゼはそれを楽しそうに眺めると、「立ちなさい」と言った。動けずにいると、オースティンが右腕を掴み、強引に彼女を立たせた。

「もう一度言うわ。お前はガドリーユ国の王子・アンドレア様に抱かれるの。私の身代わりとなって」

「いやです。そんな……きゃ」

　イルゼは、マリーベルの服のリボンを勢いよく引っ張った。前合わせの服が開いて、下着があらわになる。マリーベルは顔を染めて、両手で服の前を押さえた。
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「お前のことは前から調べてあります。食堂勤めで、客からは夜の相手にどうだとしょっちゅう誘いがあるそうね。でも、決して客を取ることはなかったと聞いているわ。そういう貞操観念が必要なの。よく知りもしない男に抱かれることに怯え、震わせながら身を差し出すことが。それが、政略結婚で敵国に嫁がされる王女として、最も求められる姿なのよ」

　意味がわからず、マリーベルは瞬きをした。イルゼはマリーベルの胸元に指先をあて、つうとまっすぐに肌をなぞった。女性にとはいえ、他人から触られることのない胸の谷間をなぞられ、体がびくりと震える。

「そうよ、この反応。……傷物の娘ではないと納得させられるだけのものが必要なのよ」

　イルゼは、これまでの高圧的な物言いから一転、弱音を吐くような口調で続けた。

「王族同士の結婚では、初夜のシーツを公開し結婚の成就が確認されます。処女ではない王女を娶めとったとなれば、ガドリーユ王国のメンツがつぶされ、国交関係に問題が起こるの。国同士の和平がかかった結婚に泥を塗るわけにいかないわ」

　とんでもない秘密を聞いてしまって、マリーベルは蒼白になった。一国の王女が結婚前に処女を喪失しているなんて、とんだ醜聞だ。しかもそれをごまかすために、王子を騙すだなんて、無謀すぎる。

「そんなの……必ずばれます。そうなったときに困るのは私だけじゃないはずです」

「そうかしら。一晩だけよ。しかも、事前に全く交流のない妻との初夜のみ。大丈夫よ。これだけそっくりなんだもの。二度目が違う人間だなんて、わかりっこない」

　イルゼはすうと扇を開き、マリーベルの目の前で水平方向に広げた。そのまま突き刺されそうで身動きが取れない。

「お前はたった一晩、私になりきればいいだけ。簡単でしょう？」

　扇がまるで催眠をかけるかのように、目の前で揺らめく。緩やかに舞い、閉じられ、額をトンとつつかれて、マリーベルは悪魔に魅入られたような気持ちで頷いた。

　彼女は、この計画が失敗するはずないと信じているのだ。いや、イルゼだけではない。オースティンもだ。どう説得したところで、これを覆せそうにない。

「……初夜を無事に過ごせれば、私は解放してもらえるんですか？」

「そうね。とはいえ、私の侍女として王城入りしたお前が突然いなくなったら怪しまれるもの。最低でも半年は侍女勤めを続けてもらうことになるでしょうね。でも……それが終われば解放してあげる」

　マリーベルが少し前向きになったことで、イルゼもほっとしたように微笑んだ。

　誘拐まがいに連れてこられてから今まで、衝撃的なことがありすぎた。すでにマリーベルの判断力は低下している。半年後でも、無事に帰してもらえるなら御の字なのではないかと思えてしまった。

　普通に考えて、秘密を知った人間が野放しにされるはずがないというのも、この時点では思い至らない。

「わかりました。……やります」

「その気になってくれて嬉しいわ。まああなたには断るという選択肢は無いのだけど」

　イルゼは満足したように扇を自分の口元に戻した。目の前から圧を感じるものが無くなり、力が抜けて床へと崩れ落ちる。

　アンドレアは勇猛果敢な王子として知られている。戦地にも自ら赴き、ときには兜を脱ぎ捨てて敵陣へ向かっていく。その髪を風になびかせた姿が金色の獅子を思わせることから、『怒れる獅子』との異名がついていた。

（そんな怖い人を騙すなんて……）

「でも……私に王女様の真似などできるでしょうか」

　マリーベルは、学校も途中で行けなくなった。卒業まであと一年というところで、コリンの学費が必要だからお前は働け、と父に言われ、学校を辞めさせられたのだ。

　最低限の読み書き計算はできるが、それだけだ。とても王女のような気品ある会話ができるとは思えない。

「それは訓練次第ね。私が正式に輿入れするまでには三ヵ月あるの。その間、お前には侍女教育に加えて、私が学ばされている王妃教育も受けてもらうわ。しっかり学びなさい」

「は、はい」

「あとは名前ね。あまり今の名前と違っても混乱するから……そうね。マリーと呼びましょうか」

　言うだけ言うと、イルゼは満足そうにソファに腰を下ろす。イルゼには生まれながらの王女としての気品があり、それは立ち居振る舞いにもにじみ出ていた。

（この人の代わりをするの……？　本当に？）

　だが、できないと言えば、この人たちは本気でコリンに手をかけるだろう。平民を人とも思っていないのは、これまでの行動で証明されている。

（一度だけ。そうよ。一度だけ）

　自分に言い聞かせるように、何度も心の中で念じる。

（でもその一度が大切なのに……）

　マリーベルの瞳に、うっすらと涙が浮かぶ。けれど、大声で泣き叫ぶことはできなかった。受け入れなければならない。ここでイルゼの機嫌を損ねたら、自分だけじゃない、コリンの未来さえ危ういのだから。






　翌日から、勉強漬けの日々が始まった。出入りする教師は、初老を迎えた女性教師ひとりだけだった。無駄口は叩かず、スパルタだ。マリーベルは二ヵ月かけて、彼女から良家仕えの侍女として必要な作法、王女として必要最低限な知識、そしてダンスや作法を詰め込まれた。今日はその成果を見に、イルゼがやって来ているのである。

「お父様の名前は」

「ディラン・ドローレンス国王陛下」

「わたくしの兄弟は？」

「五歳下に王太子ビクター様、更に二歳下にライラ王女がいらっしゃいます」

「そうね、正解。じゃあ国の地理について。城があるのはどこ？」

「首都リーベルです。職人の街とも言われていて、特産品は隣国ライネルドで取れた鉱物を加工した宝飾品です」

「正解。あなた、記憶力はいいのね。素晴らしいわ」

　以前はマリーベルを〝お前〟と呼んでいたイルゼも、今回は無意識に〝あなた〟と呼んでいる。所作が洗練されただけで、人は扱いを変えるものなのだとマリーベルは感じていた。

「じゃあ最後の課題を出すわ。これからは一般的な所作ではなく、私の所作を覚えるの」

「イルゼ様の？」

「そう、私の癖ね。カトラリーの扱い方、ペンの持ち方。扇の扱い方なんかよ」

「でも、イルゼ様はすぐお帰りになるんですよね？」

　さすがに、見本のない状態で覚えるのは無理だ、と弱音を吐くと、「数日のうちに城に呼び寄せます。あなたはオースティンの遠縁ということになっているから、エリクソン家の系図も覚えるように」

　覚えることがまた増えて、マリーベルは内心ため息をつく。

「それと、変装ね。オースティン、どうなってるの？」

　イルゼと同じ顔のマリーベルを、そのまま侍女として仕えさせるわけにはいかない。城に入る際には変装するようにと、前々から聞かされていた。

「大体準備は整いました。褐色のドーランを塗り、目元をメイクで少しいじります。あとは眼鏡をかければ、だいぶ印象は変わると思われます。準備はアナに頼んであります。当日までは自分でできるように仕込んでおきます」

「そう。それはよかったわ。じゃあ下がっていいわよ」

　イルゼから解放されたことに内心ホッとして、マリーベルは応接室を出た。






　それから数日後、イルゼの侍女として城勤めを始めたマリーベルは、イルゼの私室でケイトという侍女と引き合わされた。

「ケイト・ブラウンと申します」

「ケイトはイルゼ様の筆頭侍女だ。今回の入れ替わりの件も知っている。今後、君が一番に頼りにすべき相手だ。変装するときに自分で届かないところは彼女の手を借りるといい」

「よろしくお願いします」

　ケイトは二十四歳で、イルゼが十六歳まで暮らしていた離宮の管理人の娘だという。栗色の髪をひとつにまとめ、襟までぴっちりとボタンを留めた隙の無い格好をしていた。やや釣り目で、きつめの印象がある。

「輿入れするイルゼ様に随行する側仕えは四人だ。俺と同じく護衛騎士であるハリス、侍女がケイトと君だ」

「オースティン様も行かれるんですか？」

　輿入れに男性がついていくのは意外な気がして尋ねると、オースティンは当然といった顔で頷いた。

「護衛騎士は王族を生涯かけて守るために存在している。輿入れくらいで離れたりはしない。まあ、相手方からはごねられたが、かつての敵国に向かう姫の懐刀という意味合いで了承していただいた」

「そ、そうなんですか」

「君はケイトにイルゼ様の侍女としての仕事を教わるように」

「は、はい！　お願いします」

「まずその、どもるのをなんとかしましょうか」

　ケイトは冷たくさえ思える口調だ。あまり好かれていないのかとも思ったが、数日して慣れてくると態度は軟化していった。

「敵国に嫁ぐ姫様が一番心細いのです。私たちはそんな姫様を少しでも助けるために存在しているの。あなたも不本意ではあるでしょうけれど、どうか姫様のために頑張ってちょうだい」

　マリーベルをねぎらうような意味も含まれていたことが、意外だった。表情は固いが実は情が深い人なのかもしれない。






　それから輿入れの日までの一ヵ月、マリーベルはイルゼの侍女としての生活を学んだ。常にイルゼの傍につき、彼女の物言いや癖も頭に叩き込む。褐色の肌への変装もずいぶんと慣れた。

　イルゼの生活には、驚くほど家族との触れ合いがなかった。国王との面会も、十分もすれば戻ってくる。それを意外に思いながら、時間はあっという間に過ぎて行った。






　メルセンスの王都からガドリーユ王国の王都まで、三日間にわたる馬車の旅を続け、いよいよ輿入れの日がやって来る。一行は騎乗するオースティンを先頭にガドリーユ王国の王都の門をくぐった。豪奢な箱馬車の中には三人いる。純白のドレスに身を包んでいるのがイルゼ。その向かいで、姉のようなまなざしでイルゼを見守っているのがケイト。そして、褐色のドーランを塗り、メガネをつけることでイルゼそっくりの顔を隠し、緊張に体を震わせているマリーベルである。もうひとりの護衛騎士であるハリスは、しんがりだ。

　箱馬車の外からは、喝采が聞こえてくる。きっと結婚を祝う市民のものだとマリーベルは思ったが、イルゼは窓を開けようとはしない。

「イルゼ様、民衆に手を振ってはいかがですか？」

　歓迎する国民の姿を見れば、緊張がほぐれるのではないかと提案してみたが、イルゼはむしろナーバスになって声を荒立てた。

「やめてちょうだい。私は敵国の王女よ。歓迎されているわけがないじゃない」

「そんな……」

　もし本当に歓迎していないのならば、先を行くオースティンに野次が飛んでいるはずだ。この声はどちらかといえば、平和のために嫁いできた姫を歓迎するものだろう。

（民衆の顔を見れば、きっとイルゼ様もこの国を好きになるのに）

　だが、イルゼはうつむいたまま手を震わせていたし、ケイトはそんな彼女を心配そうに見つめているだけだった。






　やがて、馬車が止まる。

　待ち構えていた衛兵によって扉が開かれ、オースティンが、イルゼが馬車から降りるための介添えをするために待ち構えている。イルゼは彼の手を取り、うつむいたままゆっくりと馬車を降りた。続いてケイト、そしてマリーベルが降りる。

　両側には民衆と、それをおさえるように等間隔で配備されている衛兵。そして、まっすぐ伸びた道の終点で、アンドレア王子と側近と思しき男性が待ち構えていた。

　袖口と襟に、金と紺の糸で幾何学模様の刺繍が施された白の礼服の上から、青地に金糸で若葉と剣が文様化された紋章が刺繍された紋章衣を羽織った正装姿のアンドレアは威風堂々としていた。

　普段は鬣たてがみのようだと言われる美しい金髪は、後ろに撫でつけて整えられていて、端正な顔がよく見える。鋭さを感じさせる瞳は驚くほど青く澄んでいて、鼻は高く、薄い唇が緩やかな弧を描いていた。

　マリーベルは思わず、自国の王子に見入っていた。

（こんなに綺麗な人だったんだ）

　辺境の村に届く王太子の噂は、武術に関するものが多かった。だから、もっと筋骨隆々としたいかつい青年を想像していたのだ。

　アンドレア王子は近づいてきたイルゼにうやうやしく頭を下げ、敬意を示した。

「ようこそ、イルゼ姫。この縁談が双方の国の懸け橋となることを願っております」

「出迎えありがとうございます。アンドレア王子。貞淑で敬虔な妻となり、この国に尽くすことを誓います」

　イルゼは淑女の礼を取りながら、台本でも読むようにすらすらとその文言を読み上げた。

　初夜の身代わりを用意しておいて……とマリーベルは内心で辟易したが、イルゼはすまし顔だ。

　そのまま、城の中にある礼拝堂へ向かい、国王夫妻の見守る中、結婚式が執り行われる。

　それは王族の結婚式とは思えないほど、簡素なものだった。

　居並ぶ参列者はガドリーユ王国の国王と重鎮たち。イルゼの関係者は一緒についてきたオースティンとハリス、マリーベルとケイトだけだ。

　神父のあとに復唱する形で誓いの言葉を紡ぎ、誓いのキスもないまま、国王からお言葉をもらって終了となる。

　マリーベルが知る結婚式は、もっとにぎやかだった。村中の人間が集まり、豪華ではないが食べものを持ち寄り、日が暮れるまで新婚夫婦をからかって過ごす。

　だけどこの結婚式は、儀式を淡々とこなしているだけみたいだ。

　そのあと、アンドレアとイルゼはバルコニーに出て、国民へのお披露目をした。

　姿を見せたふたりに、割れんばかりの拍手が集まる。少し離れた位置でイルゼを見守っていたマリーベルは、国民に手を振るアンドレアをそっと見やった。

　一見、笑っているようだが目は笑っていない。先ほどの式の簡素さといい、イルゼが歓迎されていないのは明らかだ。

　何度か手を振ったあと、ふたりはそれまで顔に張り付けていた笑顔を外し、互いに無表情のまま見つめ合った。

「イルゼ姫、今日は疲れただろう。食事も部屋に用意させるからゆっくりするといい」

　歓迎の宴もないのか、とマリーベルは驚いた。イルゼは無表情のまま、「お心遣い、感謝いたしますわ」と頭を下げ、側近とともに去っていくアンドレアを見送った。

「お部屋はこちらです」

　文官らしき男がやって来て、城の中を案内してくれる。

　バルコニーのある広間を出て、左に進むと、部屋がいくつも並んでいる。その一番奥のひときわ豪華な部屋がイルゼのものだという。

「こちらの部屋は続き間もございます。侍女を控えさせるときにお使いください。それと、ご夫妻の寝室は別にございます。そちらの場所は夜にお迎えに上がります侍女にお聞きください」

「わかったわ」

「それと護衛騎士様の部屋ですが、この下の階となります」

「あまり離れていてはイルゼ様をお守りできないではないか」

　オースティンは不満そうに言ったが、「王城で警護も必要ありますまい」と取り合ってはもらえなかった。文官が出ていくと、イルゼは呆れたようにため息をつく。

「もう少し体面を保とうとするかと思ったけれど、あからさまに邪魔者扱いね」

「イルゼ様。そのようなことは」

「いいのよ。ガドリーユ国にとって結婚のメリットはないものね。本当ならば領土を欲しがっていたんだもの」

　大国ライネルド帝国に睨まれたくないから、婚姻による同盟に落ち着いただけだ。イルゼはそのあたりの事情もしっかり把握しているようだ。

「おっしゃる通りゆっくり休ませていただきましょう。ああ、マリー、あなたは準備をしてね」

　荷物を片付けたのち、イルゼには食事が運ばれてきた。ケイトが給仕を担当し、マリーベルは使用人用の食堂で急いで夕食を取る。

　そのあとはイルゼの入浴だ。浴室に移動し、ガドリーユ側の女官を追い出し、ケイトとマリーベルだけが手伝いに入る。実際に体を丁寧に洗われたのはマリーベルのほうだ。

「私と寸分違わぬようにしてね」

　イルゼの指示のもと、マリーベルはケイトによって体を磨かれ、爪の形も整えられた。

　特製の石鹸を使っているのか、髪はサラサラになり、花嫁のために用意された、体のラインが透けて見えるほど薄手の夜着を着せられる。

「これ、見えてませんか？」

「見せるためのものだもの。仕方ないわ」

「でも……」

　恥ずかしがるマリーベルに呆れるのはイルゼだ。彼女はマリーベルになりきるため、露出している手と顔にだけ褐色のドーランを塗り、使用人の服を着ている。

「まあいいわ。せいぜい恥じらってアンドレア王子をその気にさせて頂戴。わかっているわね。逆らわず、彼に身を任せればいいの。なにもわからないことで、処女としての信ぴょう性が増すのだから。あなたはこのまま夫婦の寝室で一晩を過ごすこと。私の部屋に戻ってきたところで交代よ。いいわね？」

「は、はい」

「ご準備ができましたでしょうか」

　長い入浴にしびれを切らしたように、女官が扉の向こうで問いかける。

「今参ります」

　イルゼにせっつかれ、マリーベルが返事をした。女官は疑問に思うこともなく、「では寝室へとご案内します」とマリーベルだけを連れ出した。イルゼとケイトは深々と頭を下げ、出ていくマリーベルを見送った。

　女官に連れられてやって来たのは、広間を中心とするとイルゼの部屋とは反対側の並びだ。

「こちらでございます」

　女官に言われ中に入るも、部屋の中にはまだ誰もいなかった。部屋はイルゼの個室の倍ほども広く、中央に天蓋のついた大きなベッドが置かれていた。まるで四人は寝られそうなキングサイズだ。

「アンドレア様がお越しになるまで、くつろいでお待ちください」

　女官は出ていき、広い部屋の中に、マリーベルはたったひとり残された。

「ここで、……これから、私」

　マリーベルは震えている自分に気づいた。

　連れ去られてから三ヵ月。このたった一日のために、勉強も作法もすべて身に着けた。

　とっくに覚悟を決めたつもりだったのに、いざ、直前になれば、やはりどうしても怖かった。

　好きでもない、夫でもない相手に花を散らすことが、つらくて仕方なかったのである。

















王子の思惑












　挙式と国民へのお披露目が終わり、アンドレアは大きくため息をついて執務室の椅子へと身を投げ出した。

「お綺麗な方でよかったじゃありませんか」

　火に油を注ぐようなことを言うのは、彼の側近のエドウィンである。目が細く、黒髪であまり印象に残らない、影のような存在だ。

「美人だが気位の高そうな女だったじゃないか。しかもまだ十八だろう。あっちも気の毒だ。敵国に嫁ぐなんて本意ではなかっただろう」

　そもそも、アンドレアはこの結婚に乗り気ではなかった。

　アンドレアは二十六歳。結婚には興味がもてず、『王太子として早く身を固めろ』という国王の進言は聞き流してきた。彼は政治家というよりは戦士だ。どちらかといえば戦場にいるほうが落ち着くし、男女の駆け引きといった面倒なことはできるだけ避けたいのである。

　だから、国王からこの結婚を打診されたときも、最初は断った。

　同盟を結ぶのに結婚は必須ではない。条約をきちんとした形で結べば、それで十分なのだ。それでも、国王が結婚にこだわるのは、相手の領土をあきらめていないからだ。

　今回の戦で、国王はいくら武力で勝ろうとも、後ろ立てとしてライネルド帝国を持つメルセンス王国を征服することは難しいと学んだ。

「父上はメルセンス王国とライネルド帝国のつながりを切ることを考えているようだ。帝国がメルセンス王国を支援するのは、自国の鉱石の加工技術があるからだろ？　いくら鉱石が取れても、上手に加工してくれる人間がいなければ、二束三文にしかならないからな」

「では、結婚による友和ムードがあるうちに、技術者の引き抜きをはかろうということですか」

「そう。友好的に見せかけ、内部から力を失わせようとしているんだ。胸糞悪い手法だ。その目くらましに自分の結婚を使われるなんてまっぴらだ」

　アンドレアは卑怯なことが好きではない。戦争で前線にまで顔を出すのは、戦う相手の顔をちゃんと見たいからだ。

「大体、ここまでメルセンス王国と戦い続けたのは俺だぞ？」

「そうですね」

「なのに、敵国の娘を嫁にしろ、なんてよく言えたものだ。今回の戦争ではハーマンを失ったんだぞ？」

　ハーマンはアンドレアの護衛だった。重い剣を軽々と振るう勇猛な将で、彼がいなければアンドレアが勝利を掴むのは難しかった。

「ハーマンのことは、私も悔しいです。けれど、奥方様にあたるのは間違っているでしょう。受け入れた以上は大切になさってください」

「ふん……どうせ父上にとって、俺は政治の駒でしかないんだよな」

　不貞腐れたように吐き捨てたアンドレアに、エドウィンは報告書を差し出す。

「ギリギリになってしまいましたが、調査が終わりました。ご確認を」

「ああ」

　アンドレアは戦うことには長けているが、情報戦には弱い。それを補ってくれるのが、エドウィンが指揮する諜報部隊だ。

　父に思惑があるように、メルセンス国王にもよからぬ思惑があるかもしれない。できる限りイルゼについて調べるように頼んでおいたのだ。

「……これを見る限り、王女といっても国内への影響力はほとんどなさそうだな。メルセンス王国にとっても形だけの同盟ってことか」

　同盟国となる証に、第一王女イルゼを差し出す、といえば聞こえはいいが、調書を読むと、イルゼはメルセンス国王ディランがまだ王太子だったころの妻・キャスリン妃の娘らしい。即位後、キャスリン妃は病気で亡くなり、新たに迎えられた妻が今の王妃だ。

　前妻の子という立場のイルゼは、十六歳まで離宮で育ち、現王妃とはほとんど交流がないようだ。

「いざ国交が悪化したら、イルゼ様ごと切り捨てる可能性がありますね」

「そう聞けば気の毒だな。……だが、どうもあのきつそうな目つきは好かないな。まるで俺のことを憎んでいるような顔だ」

「それは仕方ないでしょう。この国の人間はみんな敵だと思って警戒してますよ。人となりはいずれわかってきます。娶る以上は大切にしないと、攻め込む口実を作られてしまいます。体面上だけでも仲良くお願いしますよ」

「切り捨てられる可能性のある姫だろう？　意味はあるのか？」

「お子ができれば、交渉材料になります。両国の王家の血を持つ男児が生まれればなおいいですね。うまくすればメルセンス王国の国王に据えることだってできます」

　爽やかな笑顔で、エドウィンが吐く言葉は悪意に満ちていた。

「お前は怖いな」

「恐れ入ります。アンドレア様のお力になるべく日々精進しておりますから」

「そうだな。俺には向かない部分をお前が助けてくれてるのはわかってる。引き続き頼むぞ」

「もちろんですとも。さあ、今日は初夜です。気位の高い妻を従順にさせるには、今日の出方が重要です。おつとめ、頑張ってくださいませ」

「つとめ……なぁ。気は乗らんが」

　軽くウィンクをしたエドウィンに、アンドレアは苦笑を返した。

　妻など欲しくはなかった。子ができたところで、自分のように政治的な策略の駒として使われるだけだ。ただ戦い続けて、いつか死を迎えることができたなら、それが一番に幸せではないかと、アンドレアはずっと思っていた。

　だが、正妃の子として生まれた立場がそれを許さない。世継ぎを残せなければ、つぶされるのはガドリーユ国の方だ。

「妃のもとへ行く」

　諦めのため息をついて、アンドレアは立ち上がった。






　枕を並べられたベッドを見ているのも恥ずかしくて、マリーベルはベッドに背中を向けたまま、椅子に座っていた。

　案内されたのは、広いが簡素な部屋だった。中央にあるのが天蓋付きの大きなベッドで、それより手前にテーブルと椅子が置いてある。壁際に置かれたチェストの上には大きな花瓶が置かれており、香りが部屋中に漂っていた。

　花台にもなりそうな丸椅子が部屋の隅にあったが、そこにはなにも置かれてはいない。

　マリーベルは落ち着かない。テーブルに乗せられたピッチャーから水を汲んで、一口飲んだ。でもすぐにまた喉が渇いてくる。

　本物のイルゼじゃないことがバレるのではないかという不安、初めて男性に体を許す恐怖。すべてがないまぜになって、マリーベルの胸の内で暴れていた。

　やがて、物音がしたかと思うと、ノックもなしに扉が開いた。マリーベルは反射的に立ち上がり、入ってくる金色の髪の男性を見つめた。

「もう来ていたのか。待たせたな、イルゼ」

「は、はい。アンドレア様」

　急いで頭を下げ、彼を迎え入れる。

　アンドレアの後ろから、文官風の小男が書類のようなものを持ってついてきていた。王子の従者かと思って紹介を待ったが、そういうわけでもないらしい。男に戻る気配はなく、部屋の隅にあった丸椅子に座ったかと思うと、静かにこちらを見ている。

「……あの」

「ああ。あの男は証人だ。空気のようなものだ。気にしなくていい」

「き、気になります！」

　初夜を人に見られるなんて、あり得ない。マリーベルは反射的に言い返してしまった。顔が一気に赤く染まり、ただでさえ怖気づいていた心がますます委縮した。

　アンドレアは意外そうな顔で頭をかいた。

「メルセンスではそういう風習はないのか？　これは国の決まりだ。結婚の成就を確認するためのな。……ベッドカーテンは下ろす。そなたも王女なら、常に人の目にさらされることくらい覚悟しているだろう」

「ですが……」

　気が付けば、マリーベルは震えていた。止めようとしているが、止まらないのだ。その姿にアンドレアが眉根を寄せ不満そうな顔をするので、余計に震えが止まらなくなった。

「とにかく、こっちに来い。他のことなど考えられなくしてやる」

「きゃっ」

　急に両腕で抱き上げられ、マリーベルは小さな悲鳴を上げた。

　ベッドをまっすぐ見つめるアンドレアは、昼間見たとおり、意志の強そうな瞳をしている。鼻筋が通っていて、唇は薄い。男の人への感想としてはおかしいかもしれないが、綺麗な人だ。

（私を、軽々と抱えられるなんて）

　父には抱かれた記憶がない。男の人に抱き上げられたのはオースティンに攫われたときが最初だ。だけどあのときは、男の腕がこんなに力強くたくましいものだとまで考える余裕はなかった。

　彼のたくましさを意識した途端に、薄絹から透ける彼の肌に、無性にドキドキしてしまう。自分も同じような夜着姿をさらしているのだと思うと余計だ。

　マリーベルは目のやり場に困って、彼の顎のあたりばかり眺めていた。

　抱き上げたときとは逆に、ゆっくりとベッドに寝かされる。柔らかいクッションに体が沈み、体勢を立て直そうとしている間に、アンドレアが天蓋を支える四方の柱に括り付けられていたカーテンを下ろした。しかし、それも夜着と同じような薄地で、人の形は影となって映る。マリーベルの目には文官の影がくっきり見えた。

　どうしても気になるマリーベルは最後の願いとばかりに彼を見上げた。

「どうしても記録が必要なのですか」

「この国ではそうだな。嫁いできたからにはこちらの常識に合わせてもらう」

　これ以上聞く気はないとばかりに、腕を押さえつけられ、唇を塞がれた。抵抗しようにもびくともしない。

　キスは最初から荒々しく、触れた余韻を味わう暇もなく、舌が唇を割り、口内へと進入してきた。

「んんっ、ん」

　初めてのキスだというのに、刺激が強すぎる。呼吸さえおぼつかないほど、彼の舌は口内を侵食し続けていた。のしかかられて、もがいても体は全然動かない。背筋に恐怖が忍び寄った。

　アンドレアは、呼吸するのもやっとなマリーベルを見下ろし、まるでごちそうを目の前にしたときのように舌なめずりをした。それは、マリーベルがかつて勤めていた食堂で、女を品定めする下品な男の行動に、よく似ていた。瞬間、嫌悪感が身を包んだ。

「……やっ」

「じゃあ次は体を拝ませてもらおうか」

　言うが早いか、アンドレアは先に自分の服を脱いだ。鍛え上げられた、筋肉の密度の濃い体が目に飛び込んでくる。大人の男性の裸を見るのは初めてのマリーベルは、羞恥で顔が熱くなり、すぐに目をそらした。

「初心な反応をするものだな」

　そう思うなら手加減してほしい、とマリーベルは思ったが、彼の動きには躊ちゅう躇ちょが無かった。

　腰をまたぐように上に覆いかぶさり、片手で両手首を掴んでベッドへ縫い留める。鋭い切れ長の瞳は、ともすれば怒っているようにも見え、ただでさえ緊張しているマリーベルの身をすくませた。

　喉元に唇を押し付けられ、マリーベルの体はびくりと震えた。夜着の前で止められていたリボンは一気に解かれた。

「すぐ終わる。我慢していろ」

　せめて部屋を暗くしてほしいと思ったが、記録のためなのか明かりが消される気配はない。アンドレアの表情もしっかり見えていて、それがまた恐怖をあおった。衣擦れの音とともに夜着がはがされ、まだ誰にも触られたことのないことを証明するようなきれいな薄桃色の胸の頂きがあらわになった。

（や、恥ずかしい）

　じっと見られているのを感じて、マリーベルは恥ずかしさでどうにかなりそうだった。せめて自分の視界だけは暗くしようと、固く目を閉じる。

「悪くない。メルセンスの女などと思ったが、さすがは王女。上物だ」

　彼は味見でもするようにその頂をぺろりと舐めた。今まで感じたことのないこそばゆい感覚がマリーベルを襲う。

「俺はこの結婚を望んでいたわけじゃなかった。君もそうだろう。だが、国家同士がそう決めた以上は、夫婦になった証は残さなければならない」

「あっ」

　今度は胸自体に吸い付かれ、舌で激しく先端をこすられた。まだ馴らされてさえいない体は、驚きで委縮した。けれど同時に、お腹の内部にむずがゆさを感じる。

「あ、あっ、やっ、ああっ」

　胸の先に与えられる刺激は、痛いようなしびれるような感覚を彼女に与える。こらえきれず、甘えたような声が漏れた。

「固くなってきたな。……気持ちいいか？」

　マリーベルは答えられなかった。これ以上、声を上げないようにするだけで精いっぱいだ。あまりに強い刺激は、気持ちいいのかどうかさえわからない。ただ足の付け根に熱を感じて、股をこすり合わせる。

　これを気持ちいいと呼ぶのかもしれない。だけど怖い。どちらともつかないぞくぞくした感覚が絶え間なく襲ってきていた。

　薄目を開けると、アンドレアの金の前髪が見える。鋭い瞳は、じっとマリーベルの反応を窺っているようだ。

　途端に不安がマリーベルを襲う。

　自分の反応は正しいのか。怒ってはいないのか。そしてなにより、別人だと疑われてはいないのか。

（わからない。怖い）

　何度も胸の先端をいじられ、快感を受け止めながらも恐怖が手放せない。

　声を上げることが許されるのかどうかもわからず、固く唇を閉ざしていると、時折無理やりに彼の舌が口をこじ開けてくる。

　同時に足の間に彼が膝を落とし、広げられた足の付け根に指が差し込まれた。まだ誰にも触られたことのない、秘められた場所はほんの少し潤んでいたが、捨てきれない恐怖のせいか、すぐに乾いていく。蜜を広げるように彼の指が上下したが、こすられるたびに痛みを感じた。

　マリーベルはだんだんなにも考えられなくなってきた。体は翻弄されているというのに、心が追い付かない。心と体が散り散りになりそうだ。

　――カタン。

　部屋の隅から聞こえた固い音がした。文官が一度腰を上げ、座り直したのだ。

　小さな音だったが、それは彼女の緊張を支えていた糸を切ってしまった。心の天秤は一気に恐怖のほうへと傾き、体がこわばった。

「……や、いやっ」

　ついに、目からは涙があふれ出た。アンドレアは眉根を寄せ、動きを止めた。押さえられていた両腕の拘束が緩んだので、マリーベルは自分を抱きかかえるように体を丸めた。

「どうした？」

「すみませ……」

　マリーベルはあふれ出てくる涙を止めようと顔を押さえた。しかし、止めることができないどころか、今度は全身が震えてきた。

「や、……駄目、駄目」

　震える体をギュッと抱きしめる。だが気持ちを保とうとしても、体は恐怖を訴える。涙は止まらず、喉も胸も苦しい。息をするのも難しくなり、浅くしか呼吸ができない。

「はっ、はっ、いや、いやぁ、怖いっ」

　この叫びは不敬に当たる。わかっていたが止められなかった。イルゼからも怒られる。それどころかこの失敗のせいで、自分もコリンも殺されてしまうかもしれない。

「や、やあっ、いやぁ」

　マリーベルはもう、まともに会話さえできない状態になっていた。

　アンドレアは呆気にとられたように彼女を見つめていたが、やがて大きくため息をつくと彼女から離れ、カーテンの一面を勢い良く開け文官に怒鳴った。

「今日は中止だ。妃はこのまま寝かす。お前は外に出ていろ」

「しかし……」

「この状態の女を抱けるか。さっさと行け、初日に初夜を済まさねばならないなんていう決まりはないはずだ」

　文官は一瞬悩んだようだが、アンドレアがじっと睨んでいるのに気づくと、そそくさと立ち去った。

　呼吸を荒げ、震えたままのマリーベルがそれを見ていると、アンドレアは再びカーテンを閉めた。

「これでいいだろう。今日はお前に手は出さない。いいから落ち着け」

「すみませ……っ。わた、わたし」

「なにもしない。お前がいやなら今日は触らない。だが、背中を撫でるくらいなら俺にもできる。それもいやだというならしないが」

　それは予想外の申し出だった。

　マリーベルは呼吸を荒くしたまま、「いや、じゃ、ありません」と絶え絶えにつぶやく。

　アンドレアは深いため息をつくと、「横になれ」といくぶん優しい声で言った。

　横向きになったマリーベルに上から夜着をかぶせ、アンドレアはそっと背中に手を当てた。大きな手は肩甲骨の間を通り、肩と腰の間をぎこちなく行ったり来たりする。それは先ほどまでの荒々しい手つきとは違って優しく、じんわりと温かかった。

　そのまま三十分もたっただろうか。手の動きに呼応するように、呼吸が楽になっていく。

「寝ろ」

　呼吸が落ち着いたのを見て取った彼は、マリーベルの体を仰向けにした。そして、彼女に背中を向けるようにして自分もベッドに横になる。

　隣に眠る背中の熱をじわりと感じながら、マリーベルは必死に謝罪の言葉を紡ぎだした。

「……あの。すみませんでした。私」

「いや。お前は遊女ではないものな。箱入りの王女だ。ずっと戦場にばかりいて、女の扱い方など忘れていた。……悪かった」

　振り向かないまま、アンドレアが答えた。謝られるとは思わず、マリーベルは目をぱちくりとさせる。

　本当は、今からでももう一度処女を奪ってもらわなければならないのだ。このままでは、イルゼとの約束が守れない。それでも、マリーベルは彼の優しさがうれしかったし、今は甘えたかった。

「……ありがとうございます」

　心からの言葉が、マリーベルから零れ落ちる。その途端、緊張の糸が切れたのか急速に眠気に襲われた。重い瞼にあらがうことができず、目を閉じる。

　王子の隣で安心して眠れるなんて、と思いながら、マリーベルは眠りの淵に落ちて行った。それは、イルゼの身代わりになると決まってから、初めてついた深い眠りだった。
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　翌朝、マリーベルが目覚めると、アンドレアは同じベッドの中にいた。しかし場所は広いベッドの反対側。お互い裸のままだったが、あのあと、彼は宣言通りマリーベルには手を出してこなかったようだ。

　ホッとしたものの、イルゼにこのことを報告しなければならないと思うと気が重い。思わずため息を漏らすと、寝ていたと思っていたアンドレアが目を開けた。

「起きたのか」

「あ、はいっ。おはようございます」

「ああ」

　アンドレアの瞳は優しかった。思わず見とれたマリーベルの手首を、彼はぐいと掴んで自分のほうへと引き寄せた。

　途端に真っ赤になるマリーベルを見て、くっくっと笑いだす。

「手を握られただけでこうか。本当の箱入りなんだな」

「ちが……。や、あの」

　そんなわけはない……と言いたいが、手首を握られているだけでドキドキしているのは本当だ。彼が見かけほど怖くないことを知って、恐怖とは別の落ち着かない感情が生まれていた。

「別に責めてはいない。そうとは知らず昨日は強引にして悪かった。いいか、今後も無理強いはしないと誓う。だから今晩もここで待つように」

「え、あ、は……はい」

　いったいなにを言われたのかわからず、真っ赤になったまま夜着を直す彼を見つめていると、ふいに振り返って、「なんだ？」と問いかけられた。

「いえ、なんでも」

　慌てて目をそらすと、彼はふっと笑い、マリーベルの顎を掴んで上を向かせた。

「目を合わすことから慣れろ。今のままじゃまともに会話もできん」

「は、……はい」

　そのまま、彼の手は彼女の頬を撫でていき、立ち上がって部屋を出た。すると目の前には、昨晩追い出された文官が、徹夜をしていたのか青ざめた顔のままで立っている。

「確認させていただきます」

「こら待て。イルゼ、早く服を着ろ」

「え？　は、はいっ」

　マリーベルが夜着を羽織り、「き、着ました」と答えると、つかつかと入ってきた文官が、マリーベルに礼をする。

「失礼ですが、シーツの確認をさせていただきます」

　彼女が慌ててベッドから降りると、文官はおもむろにベッドのシーツをチェックした。当然ながら破瓜のしるしはそこにはなく、文官は肩を落として「ではまた今晩」と部屋を出ていく。やはり記録は必要なものなのだと思うと、マリーベルはまた怖くなってしまった。

　一方、廊下で文官が出てくるのを待っていたアンドレアは、しかめ面で呼びつけると耳打ちした。

「しばらくお前は来るな」

「は？　なにをおっしゃいます」

「イルゼが慣れるまで手を出さないことにした。昨日の様子を見ただろう」

「ですが……！　婚姻が成就することは、両国間の同盟が成ることと同義です。メルセンス王国へも伝えなければならない事項であり、それを報告するのは私の仕事です。殿下は私から仕事を取り上げようというのですか」

　文官の主張もわからないでもないが、今のアンドレアは予想外に気弱だった妻に興味津々だ。

「事が成せばちゃんと知らせる。お前は頭の固いことばかり言わず、適当に父上に報告しておけ」

「アンドレア王子！」

「何度も同じことを言わせるな」

　なおも言いつのろうとしていた文官は、アンドレアの纏まとう気が変わったことに気づいて黙った。これ以上続ければ、確実に王子の怒りを買う。

「し、失礼いたしました」

「責められたら俺の命だと言っておけばいい。お前は黙って俺の知らせを待っていろ」

「ははっ」

　平身低頭の構えをした文官は、王子の足音が聞こえなくなるころようやく頭を上げた。






　一方、マリーベルはイルゼの私室に向かう途中にケイトと出会った。

「今迎えに行くところでしたわ」

　ケイトは事の成就に関しては一切口にせず、ただ黙々とついてきた。部屋に戻れば、中にはイルゼとオースティンがいた。

「お疲れ様。早速だけど、服を脱いでくれる？」

　突然イルゼからそんなことを言われ、マリーベルの顔が赤く染まった。

「な、……どうして」

「どうしてもこうしても。王子がどこに愛撫したか、わからなければ困るのは私だわ。もし痕があれば、同じところにつけなければいけないのだし」

　当然とばかりに言われ、マリーベルは戸惑った。けれど実際、アンドレアとの間にはなにも起こってはいない。おそるおそる、昨日の一部始終を報告する。

「じ、実は。……申し訳ございません。昨日は……その……」

「まさか、事を成してないとでも言うの？　あの野獣のような王子が？」

「あ、アンドレア様は思っていたよりずっとお優しい方です。私が震えているのを見かねて、……その、今日はしないと、添い寝をしてくださっただけなんです」

　アンドレアのことを悪く思われたくはない。マリーベルは必死に弁明したが、話している間中ずっと、イルゼの表情は険しかった。

「お怒りになっていたわけじゃないんです。今日も寝室に来るようにと言われましたし」

「……つまり、お前は私との約束を果たせていないというのね？　ただじっと数時間我慢すればいいことができなかったと、そう言うのね？」

「も、申し訳ございません」

　不愉快そうなイルゼに、マリーベルは夜着を握り締めながらうつむく。アンドレアの優しさに触れたあとだから余計、イルゼの言葉がつらかった。ただ数時間の我慢がどれだけ辛いのか、同じ女性であるイルゼのほうがわかってくれてもいいはずなのに。

　イルゼはしばらく考え込んだと思うと、ため息を吐き出した。

「仕方ないわね。今日もお前が寝室に行きなさい。ただし、話した内容はすべて私に話すように。毎日体もチェックします。昼間は執務でそれほど話す時間はないとはいえ、疑いをもたれたら困るのは私です」

「はい」

　ようやく責め苦の時間が終わり、マリーベルはホッとした。

「他になにか話はしたの？」

「特に……私が過呼吸になったことも怒らず、扱いが荒かったと謝ってくださいました。本当はお優しい方なんだと私は思います」

　マリーベルは感じたままを言ったが、イルゼは眉を寄せたまま、苦い顔をしている。

「信じられないわ。アンドレア王子は野蛮な人だと聞いています。向かってくる敵をすべてなぎ倒す野獣だと」

　イルゼは少し考え込むと、オースティンを振り返る。彼は無言のまま、小さく頷いた。

　そのアイコンタクトになにが込められているのかは、マリーベルにはわからない。

「……とりあえず、今の話を聞くに、ぐっすり睡眠もとれたんでしょう。あなたは侍女姿に着替えて、今日は一日私の傍についていなさい。アンドレア王子と話している間に、おかしなことがあればそっと教えてちょうだい。でも、うつむいたまま顔を上げては駄目よ」

「はい。わかりました」

　うやうやしく頭を下げ、マリーベルは着替えるために隣の続き間へと向かう。すぐにケイトも入ってきて、顔や体にドーランを塗るのを手伝ってくれた。

　二十分もしないうちに、褐色の肌を持つ侍女、マリーの出来上がりである。






　アンドレア王子は、政務の他に騎士団の訓練にも積極的に顔を出している。王族は貴族服で優雅にお茶を飲んでいるイメージがマリーベルにはあったが、実際のアンドレアは動きやすいシャツを着崩して、休む間もなく働いていた。

　アンドレアの母親である王妃は、サロンを開催したり政務があったりと忙しそうだが、イルゼには今のところ政務は割り当たっていない。王妃も敵国の娘を警戒しているのか必要以上に話しかけてはこなかった。昼食のときに、挨拶をしただけだ。

　結局、イルゼは一日の大半部屋にこもり、教師からガドリーユ国についてのあれこれを学んでいるだけだった。

　マリーベルはほとんどイルゼに付きっ切りでいたが、彼女とアンドレアが日中会うこともほとんどなかった。

　彼らがまともに顔を合わせたのは、夕食の席が最初だ。マリーベルは彼女のお付きの侍女として後ろに控えていた。褐色の肌にメガネという特徴的なスタイルのせいか、ふたりの顔がよく似ていることには気づかれていないようだ。

「イルゼ、今日はなにをしていた？」

　アンドレアは昨日よりもずっと気さくに声をかけてきた。表情も柔らかく、歩み寄ろうとしているのがわかって、マリーベルは彼に好感を抱く。

「今日は城の中を見て回っていました。それと家庭教師の先生について勉強を。王妃様にご挨拶もしましたわ」

　イルゼの返答は、いわゆる報告で、それに関する感想は全くない。

「そうか。困ったことはないか？」

「困るほど、私には仕事がありませんもの」

　一瞬空気が固まった。イルゼの発言がいちいちそっけないので、マリーベルはひやひやしてしまう。アンドレアは一度咳払いすると、今度は話題を変えてきた。

「知っているか？　イルゼ。この肉、このままでもうまいが、レタスに包んで食べると格別なんだぞ」

　アンドレアは素手でレタスを掴み、肉をくるむ。そして、ほころばせながら頬張った。

　あまりにおいしそうに食べるので、マリーベルは思わず微笑んだ。しかしイルゼは、眉を寄せ、「それは戦地での召し上がり方ですの？」とやや棘のある言い方をした。

　アンドレアは少しバツが悪そうな顔をして、ぺろりと指についたソースを舐めると、「そうだな。野営地でよく食べた」と続ける。声に、若干いら立ちが含まれたのがわかった。

　結局、イルゼはその食べ方を真似ることなく、皿を空にする。会話は途切れ、気まずい空気が漂う。アンドレアも間が持たないのかどんどん食べ進むので、しばらくはカトラリーの音と咀嚼の音だけが響く。

（……イルゼ様ももう少し歩み寄ればいいのに。アンドレア様は少なくとも会話を広げようとはしてくれてたわ。王子様なのに気取ったところが無くて、素敵だと思うんだけど）

　マリーベルはついつい、アンドレアばかり見てしまう。デザートがおいしかったのか、口に含んだ瞬間、頬が緩んだのも見た。語らなくても表情が雄弁だ。見ているとなんだかホッとする。

　そこへ、エドウィンが慌てた様子で入ってくる。

「アンドレア様、お食事中申し訳ありません。スティングレー将軍がお目通り願いたいと」

「そうか。もう終わるところだ。すぐ行く。……悪いな、イルゼ。また夜に」

　アンドレアは、言いながら立ち上がり、イルゼの返事を聞く前にバタバタと出て行ってしまった。

「……お忙しいこと」

　イルゼは明らかに肩の力を抜いて、ため息をついた。






　執務室に戻ったアンドレアは、スティングレー将軍の軍に関する報告を聞いたのち、書類をパラパラと眺めながらエドウィンに問いかけた。

「どう思う？」

「軍の体制のことですか？」

「その話は今終わっただろう。そうじゃなくて、イルゼのことだ」

「奥方様は健やかにお過ごしのようですが」

「いや、……なんとなく、昼間と夜で彼女の印象が違う気がする」

　予想外の発言に、エドウィンは、奇妙なものを見つけたようにアンドレアを見つめる。

「へぇ。怒れる獅子も奥方には弱いんですね。あなたが執務中に女性の話をするなど珍しい」

「いや。……ただ疑問に思ったんだ。さっきの食事中の態度と夜の態度が全然違う。昨晩はどちらかと言えばオドオドしていたし、兎のように震えていて可愛かった」

「のろけですか」

「違う」

　そうは言いつつ、顔は赤くなってくるアンドレアだ。

「お前の調書で、コリンという名は出てなかったよな。朝方、彼女が寝言でつぶやいた名前なんだが。まさか恋人がいたとか言わないよな。過呼吸を起こすほどいやがるなんて、余程のことだろ」

　明け方、イルゼの声に目を開けたアンドレアは、彼女の頬に涙が伝っているのを見た。その瞬間、自分の中に掴みどころのない黒い感情が生まれたのがわかって、戸惑った。

　彼にとって、これまでの相手は主に金で買った女だ。欲求を満たす代わりに金を払うイーブンな関係。その女が次にどんな客を取ろうがどうでもよかった。

　なのに、正妃の座に据えておくだけの存在だと思っていた敵国の姫に沸き上がったこの不慣れな感情はいったいなんなのか。

「恋人がいたところで、清算してきているでしょう。国同士の政略結婚ですよ」

「それはそうなんだが……」

　アンドレアがガシガシと髪をかき回す。エドウィンは呆れた様子でそんな主を見つめた。

「要は、殿下は奥方の心まで欲しいとお思いになったんですね？　ならば時間をかけるしかないでしょう。真相がどうであれ、彼女はあなたの妻です。お心を尽くして愛を囁けば、彼女だってあなたに心を許すでしょう。それにコリンという名の人物が、恋人とは限らないじゃないですか。ただの従僕の名前かもしれません」

「ただの従僕を夢に見るのか？」

「つまらないやきもちを焼くのはおやめください。……イルゼ様は立場上、自国では軽んじられてきたのでしょうし、夢に見るほどつらい思いもなさっていたかもしれませんよ。昼間、隙を見せないのはそのせいではありませんか？」

　たしかに、義理の母から虐げられていたとすれば、弱みを見せないように日常的に気を張っていたかもしれない。

「そうだな。あの気位が高い態度は、演技かもしれないな」

「少なくとも、護衛騎士を手元から離したがらないという点で、常に命を狙われる危険性があったということでしょう。易々と他人に気を許さなくて当然です」

「ああ、護衛騎士か。こちらで選定して新たにつけると言ったのだが聞き入れてもらえなかった。やはり元敵国ということで警戒しているのだろうな」

　ふと、アンドレアはふたりの護衛騎士を思い出す。銀髪のオースティンと薄茶の髪のハリス。城の中では帯剣しないという約束をさせているので、通常の従者といった風情で彼女の側についている。

「……今日はあまり見なかったな。代わりのように褐色の侍女がずっと傍にいた」

「まあ新婚の姫に男の護衛騎士が張り付いているのも体面上よくありませんからね。イルゼ様も気を使われたのではないですか？」

　気を使ってくれたならばうれしい。そう思う自分にアンドレアは驚きが隠せない。

　最初に彼女を見たときは、あまりいい印象はなかった。とはいえ、政略結婚である以上、嫡子は必要だ。せいぜい夫に逆らわないよう調教するつもりで強引に押し倒したのだ。

　だが、気弱に震える彼女は、無性にアンドレアの庇護欲をあおった。

　明け方は寝ぼけていたためか、夜よりもずっと無防備で、目をこする仕草もなにもかも可愛かった。なによりも、向けられるまなざしから恐怖が消えていて、それだけで胸の奥が熱くなったのだ。

　アンドレアは自分でも不思議に思う。たった一晩でこの心境の変化はなんなのだ。朝のようなあどけない顔をもっと見せてほしいと思っている自分が信じられない。

「せめてこの城の中は安全だと思わせてやりたいのだが」

「そう思うなら、早々に本当の意味でイルゼ様を妻になさってください。文官が困って苦情を言いに来ましたよ。このままでは結婚証明の通知を出せないと」

「わかっているよ。だが無理やりに抱いたら、イルゼは俺を憎むだけだろう」

「あなたからそんな殊勝なお言葉を聞くとは思いませんでした。まあ、結構なことです。政略結婚とはいえ、そこに愛はあったほうが幸せでしょう。……私はあなたの幸せを願っておりますからね」

　そう言われ、アンドレアは少しばかりむず痒い気持ちになる。

「ですが、夜の時間をしっかりとっているため、執務もたまっております。昼間はできる限り仕事に集中していただきますようお願い申し上げます」

　優しいことを言われたかと思えばしっかり釘も差される。エドウィンの遠慮のなさが、アンドレアは気に入っている。

「わかっている。あと一時間で終わらせてやるよ」

　目の前の書類の山を崩すべく、アンドレアは腕まくりをした。






　アンドレアがいなくなった時点で、マリーベルはケイトと交代し、急いで自分の食事を済ませた。そのあと、浴室に向かい、イルゼと入れ替わるのだ。

「今日こそ、いい報告を頼むわ」

「はい」

　イルゼの念押しに頷き、マリーベルは夫婦の寝室を訪れる。

　今日は、アンドレアのほうが先に来ていた。カーテンの開いた天蓋ベッドで、夜着の前をはだけさせ、すっかりくつろいだ様子で横になっている。色気のあるその姿に、マリーベルの胸は否応なしに高鳴った。

「こっちへ来い、イルゼ」

「は、はい」

　言われるがまま前に進み、ふと違和感を覚えた。きょろきょろとあたりを見渡し、その理由に気づく。今日は文官がいないのだ。

　その様子に気づいたアンドレアが、小さく笑って手招きした。

「今日は来るなと言ってあるから安心していい」

「そうなのですか？　でも……」

「俺はのんびり構えることにした。いいからここに座れ」

　彼はベッドをバンバンと叩き、マリーベルに座るように示す。そのとおりの場所にマリーベルが膝を曲げて座ると、おもむろに横になって膝の上に頭を乗せた。

「ア、アンドレア様？」

「今日は話をしよう」

「話……ですか？」

　アンドレアを見下ろすのはとても変な感じがした。鬣のような金髪は触れてみると柔らかく、青い瞳は優し気にマリーベルを見上げる。途端に照れくさくなって目をそらそうとすると、彼の手が伸びて頬を押さえられた。

「目を合わすことから慣れろと言ったはずだぞ」

「はい……でも、とても、緊張します。……その」

「緊張しなくなるように慣れろと言ってるんだ。ほら、なにか話せ」

　掴んだ頬を指で引っ張られ、こねるように撫でられる。おかげで出した声はまともな言葉にならなかった。

「これひゃあ、話せまひぇん」

「はは、それもそうだ」

　アンドレアの笑顔は、まるでお日様のようにあたたかだ。昨日のような恐怖はなく、リラックスした気分になってくる。

「なんのお話がいいのでしょう」

「そうだな……。コリンとは誰だ？　お前が昨日寝言で言っていた」

　突然、弟の名前を出され、マリーベルは驚きすぎて体を硬直させた。アンドレアはすっと真面目な顔になり、「やはり恋人だったのか？」と彼女を見上げたまま問いかける。

「違います。……その、コリンは……」

　マリーベルはしどろもどろになる。本当のことを言うわけにはいかない。だが誤魔化そうにも王女と少年の接点なんて思いつかない。

「その、……昔飼っていた犬なんです」

「犬？」

　アンドレアが明らかに安堵する。マリーベルは彼を見つめたまま、なんとかつじつまを合わせようと必死に言葉を紡いだ。

「そう、犬を。えっと、……我儘を言って、犬を飼わせてもらったのです」

　アンドレアは手をマリーベルの髪に絡ませた。まっすぐの髪を指に巻き付け、するすると解けていくのを楽しむように、何度も同じことを繰り返す。

「お前は離宮で育ったそうだな。そこでか？」

「えっ」

　それはマリーベルも聞いていない。驚いたまま彼を見つめていると、彼は少しばかりバツが悪そうな顔をした。

「悪いな。妻になる人間のことだから、軽く調べさせてもらった。メルセンス国王はひた隠しにしているようだが、お前は、ディラン王の王太子時代の妻・キャスリン妃の子なのだろう。今の王妃からは虐げられ、十六まで離宮に閉じ込められていたそうだな」

　マリーベルも知らない情報を、どうやらアンドレアはたくさん知っているらしい。

「そのことは、……その」

「わかっている。誰にも言わない。今はふたりきりだから言ったんだ。いつの時代も王子や姫は政治の道具にされるものだ。それまで捨て置かれていて、手のひらを返したように政略結婚の駒として使われたのなら腹も立つだろう。だがこれだけは言っておく。俺はお前の生まれは気にしていないし、せっかく縁あって嫁いできたんだ。いい夫婦関係を築ければいいと思っている」

　物言いはぶっきらぼうだったが、アンドレアからは優しさが感じられた。ほっとして、マリーベルは顔をほころばせる。

「いい夫婦関係……ですか？」

「そうだ。愛し愛されるというやつだな。そのために、夫婦間の秘密はないほうがいい。だからお前の話を聞かせてほしい。その犬はどんなやつだったんだ？」

「コリンは……薄茶の毛で、瞳がくりくりしていて可愛いんです。いつも私のあとをついてきて、幼いころはよく一緒に遊んでいました」

「うん」

　思いもよらぬところで相槌が返ってきて、マリーベルは驚いた。父も母も仕事が忙しく、彼女の話にゆっくり耳を傾けることはなかった。キラキラとした瞳で、話の続きをねだったのは、コリンだけだ。

　アンドレアは誠実で優しい。そう感じて、鼓動がどんどん高まっていく。

「子供の頃は自由で、外にもよく出られたんです。コリンと私はかくれんぼをするのが好きでした。ある日、いくら探してもコリンが見つからないときがあって、私は半泣きであたりを探し回りました」

　コリンを失うことも、それを父から咎められることもどちらも怖かった。村中を走り回り、それでも見つけられなくて困り果てたマリーベルは、最悪の場合を考えて川沿いを探しはじめた。

　カナン村の脇を流れるルセンス川は、国境にあたる。そのため、村人たちもあまり近づかない。

「川の近くに天然の洞窟があったんです。普段は川には近づくなと言われていたので、そこを散策するのははじめてでした。こわごわ中に入ってコリンを呼ぶと、やっと反応がありました。私、安心して泣いちゃいました」

　マリーベルが見つけてくれるのを待っていたら、寝てしまったとコリンは言った。こんなに心配させて……とのんきなコリンを恨めしく思ったものだ。

「それから、その洞窟は私たちの秘密の場所になりました」

　あのときを思い出して思わず笑ってしまうと、アンドレアはなぜか頬をつねってきた。

「いたっ」

　なぜつねられるかわからず、非難がましく見つめると、アンドレアは唇を尖らせた。

「遠い目をしているからだ」

「すみません……？　でも、コリンの話をしろとおっしゃったのはアンドレア様です」

　マリーベルが正論を返すと彼は不貞腐れたように言う。

「まあそうだが。……そのコリンという犬はどうしたんだ。連れて来ても良かったんだぞ」

　優しい言葉が胸を突いた。一緒に連れてこられたら。イルゼの身代わりじゃなく、マリーベルとしてアンドレアの側で働けたら、どんなに幸せだっただろう。

「……はぐれてしまいました。もう会えません」

「そうか」

　しんみりと黙っていたら、突然、アンドレアの手が耳たぶを掴んだ。驚いて目をしばたたかせると、彼は口元を緩めた。

「今日の目的は、お前を慣らすことだ。顔を見るのには慣れたようだから、次は触られることにだな」

　そう言って彼の手は、マリーベルの輪郭をなぞるように滑っていく。

「メルセンスの離宮は自然豊かなところにあるんだな」

「……ええ。そ、そうです」

　一部とはいえ、嘘をついている罪悪感と、男性に触られているときめきで、マリーベルの胸はざわつく。

　彼の手はやがて、鎖骨をなぞり、そのまま胸のふくらみを上ってきた。

「あ、あの……」

「いいから話してろ」

「でも。……きゃっ」

　くすぐったい感覚に、意識が持っていかれそうになる。こんな状態で、上手な嘘などつけるはずがない。

「わ、私ばかり話すのはずるいです。アンドレア様のことも教えてください」

「俺か？　俺は王族としては普通だと思うがな。正妃の子で世継ぎだから、生まれてすぐ母親からは離された。いわゆる帝王教育をほどこされたが、俺は椅子に座っているよりも戦っているほうが好きだな。先の戦争も、戦陣に立っていたのは俺だ」

　指が胸の頂きを通過する。他とは違う強い刺激を感じて、マリーベルはピクリと体を震わせた。アンドレアの話をちゃんと聞きたいのに、集中することができない。

「五歳下の妹がいて、母上は自分で育てたそいつが可愛くて仕方ないらしい。早々に公爵家に嫁いでいったから城にはいないがな。やがて会うこともあるだろう」

「お名前は、なんとおっしゃるのですか？」

「妹か？　ライラだ。ハミルトン公爵夫人になっている」

「ハミルトン公爵夫人ですね。お会いしたときに失礼のないようにしま……ひゃあん」

　アンドレアは彼女の胸をゆっくりと揉みしだく。直にではなく、薄い夜着の上からされるものだから、すべすべの絹地がこすれて、妙に官能が高まっていく。胸の頂きが硬く立ち上がったのが、自分でもわかり、恥ずかしさに真っ赤になった。

「……あっ、やっ」

　甘えた声が出て、マリーベルは口元を押さえた。アンドレアは楽しそうに、その手をお腹のほうへと移動させる。

「いい声だな」

「やっ、意地悪しないでください。せっかくお話、聞いてるのに」

「意地悪じゃない。これは可愛いがっていると言うんだ」

「可愛いがってって……」

「これくらいで真っ赤になるあたりが、……お前は可愛い」

　夜着の前を止めていたリボンが、彼によって取り払われ、肌に空気が直接当たる。くるりと体の向きを変え、彼は、彼女のへそをぺろりと舐める。

「ひゃうん」

「次はお前の番。なにか話せ」

　腰を押さえられ、へその周りを、何度も円を描くように舐められる。胸とは違い、強烈な快感が襲ってくるわけではないが、じわりじわりと体の中に熱がたまっていくようだ。

　先日触られたときは乾いていた下腹部の奥にある大事な場所は、今日はすでに潤んでいる。それも恥ずかしくて、マリーベルはますますなにも言えなくなる。

「無理です。話なんて……ああっ」

　秘部の割れ目に指が添えられ、しみだしてきた蜜を拾う。それを広げるように指は上下に小刻みに動いた。与えられる快感に、もうマリーベルはなにも考えられなかった。

「あっ、やっ、ああん」

　昨晩とは違って、体がこの刺激を喜んでいる。ひどくみだらな女になった気がして、一生懸命足を閉じようとするが、アンドレアは力ずくで彼女を押し倒すと、太ももを掴んで広げ、足の間に顔をうずめてきた。

「今日は濡れてるな」

「やっ……見ないでください」

「夫が妻のすべてを見るのは悪いことじゃないだろう」

　秘部に彼の息が当たって、マリーベルの呼吸は浅く速くなる。彼に見られていると思うだけで、おかしくなってしまいそうだ。

「駄目です。お願い……！」

　マリーベルの必死の懇願が気に入ったのか、アンドレアは顔を離し、彼女に覆いかぶさるようにして唇にキスをした。

「お前に請われるのは悪くないな」

「えっ」

「もっと聞きたい。……俺が欲しいと言ってみろ、イルゼ」

「……あ」

　すっかりとろかされていたマリーベルだったが、『イルゼ』と呼ばれた途端に我に返った。

　アンドレアの愛撫にすっかり翻弄され、まるで自分が愛されているような気がしていたが、彼は自分を抱いているわけじゃない。抱かれているのは、イルゼ王女なのだ。

　そう思った途端、無意識に体が緊張する。マリーベルの変化に気づいたのか、アンドレアも少し体を離して眉を寄せた。

「どうしたイルゼ」

「も、申し訳ありません。ど、どうぞお続けください」

　しかし、正気に返ったマリーベルの体からは、先ほどまで高まった熱は消えていた。それでも、処女を彼に捧げるのがマリーベルの仕事なのだ。目をつぶり、彼の熱を受け入れようとした。

　だが、アンドレアは興ざめしたようにため息をつく。

「難しいな、お前は」

「すみません。いやじゃありません。どうぞ、アンドレア様のお好きになさってください」

　昨日よりは体はとろけている。今日ならば、多少無理に抱かれたとしても受け入れられるはずだ。

　しかし、アンドレアは予想外の行動に出た。ごろりと横になり、マリーベルへそっぽを向いたのだ。

「いや、今日は抱かない。お前のほうから俺を欲しがるまで、焦らしてやる」

「アンドレア様？」

「今日は寝るぞ。お前も入れ」

　マリーベルを腕に引き寄せ、布団を引っ張る。

「え？　あ、あの……」

　マリーベルは迷った。ここで抱かれなければ、またイルゼに怒られる。けれど、もし抱かれなければ、明日の夜もこうして一緒にいられるかもしれない。

　そんな風に考えているうちに、彼が寝息を立て始めた。

（……今日も、できなかった）

　それでも、マリーベルはホッとしていた。

（明日も、アンドレア様に……触れてもらえる）

　今日が昨日より怖くなかったように、きっと明日は、今日よりも怖くないだろう。

　ただ、散々高められた官能はマリーベルの中に残っていた。彼に触れているとその感覚が蘇り、どうしようもなくなってしまう。

　だから、マリーベルは彼の腕からそっと逃れて、ベッドの端に横たわった。そして、疼きを抑えるように、両腕でギュッと自分の体を抱きしめた。






「まだなのね」

「……申し訳ありません」

　マリーベルとアンドレアが寝室を共にするようになって一週間。甘いやり取りが続きながらも、アンドレアは意地になっているかのように、最後の一線を越えてこない。

　実際は毎晩、彼の愛撫でとろとろに溶かされている。もうどうなってもいいから彼に抱かれてしまいたいとさえ思う。だが、一線を越えてしまえば、彼とはもう触れ合えなくなると思うと、『抱いてほしい』と言えない。

　最もマリーベルが意外に思ったのは、マリーベルが少しでもいやがる素振りを見せると、彼が動きを止めてくれることだ。既婚の友人から、ベッドでの男性は独りよがりで、衝動を止めることは難しいのだと聞いたことがあるが、アンドレアはもう何度も寸止めのような状態を受け入れてくれている。

（怒れる獅子なんて言われているけど、彼はとっても理性的で優しい）

　単純かもしれないけれど、そう思えた。最初の晩からずっと、こちらが本気でいやがっていれば、不満げな顔をしていても無理やり体を開かせようとはしない。

（もういやでは……ないけれど）

　毎晩の愛撫を思い出して、お腹の奥底が疼く。

　マリーベルは、今矛盾した感情でせめぎ合っている。

　彼に抱きしめられたい。夫でもない人にたった一晩だけ抱かれるなんていやでたまらなかったはずなのに、今は一夜だけでもいいから彼に抱かれたいと思っている。

　でもそうなればもう彼とは会えない。処女を失った時点で、マリーベルに課せられた仕事は終了だ。

「あなた……まさか殿下に情が移ったわけじゃないわよね？」

　イルゼの氷のような問いかけにぎくりとする。

「言っておくけど、これは国同士の政略結婚なのよ。私とあなたの入れ替わりは絶対にバレてはならないの」

「……すみません」

「わかっているなら早く終わらせてちょうだい。こっちは気が気じゃないのよ」

　そのとき、窓になにかがぶつかった物音がした。オースティンがさっと立ち上がり、窓の外を確認する。バルコニーに賊でもいたら大変だ。

　室内に緊張が張りつめた。だが、オースティンは大丈夫だという風に手を振ると、バルコニーに転がった灰色の鳥を抱き上げる。

「鳥がぶつかったようですね。鳩……おそらく伝書鳩ですね」

「オースティン。そんなものを見せないで」

　イルゼは、鳥があまり好きではないようだ。顔をしかめて、見るのもいやだというようにそっぽを向く。

「このまま下に落としましょうか。いずれ巡回の衛兵が見つけるでしょう」

　しかし、オースティンに抱かれた鳩はまだぴくぴくと動いている。マリーベルは思わず問いかけた。

「その子、生きているんじゃありませんか？」

「生きてはいるが、時間の問題だろう」

　オースティンは鳩を投げ捨てようと振り上げる。マリーベルは不敬も忘れて立ち上がった。

「見せてください！」

　カナン村ではみんな鶏を飼っていたので、鳥の扱いなら多少心得がある。

　マリーベルはオースティンから鳩を受け取った。体は温かく、小さく痙攣しているが骨折している様子はない。

「お医者様に聞いてきます」

「放っておけばいいのよ、そんなもの」

「でも気になるので。失礼します」

　マリーベルは急いで医師の詰所へと向かった。

　褐色の肌のマリーという名の侍女が、イルゼの侍女だということは知られているので、医師はいやそうな顔をしながらも、鳥の様子を診てくれた。

「私は獣医ではないんだがな。……まあ、失神しているだけのようだ。目を覚ましたら自力で飛んでいくはずだから、犬猫に狙われないような場所に置いておけばいいだろう。足に輪がついているから、これは伝書鳩だな。持ち主はこの城の誰かだろう。さ、忙しいから出た出た」

　背中を押され、追い出されてしまう。マリーベルは、どこか適切な場所はないかと探して歩きまわった。ところが、探している途中で、鳩が突然意識を取り戻し、動き出した。

「わ、きゃっ。ここは駄目っ、外に出るまで待って」

　思わず力を込めてしまったからか、鳩はもがき、かぎ爪でマリーベルの手に傷をつけて、飛び立った。ドーランを塗った手から、傷口に沿って白い肌が見え、赤い鮮血が広がる。

「おっと」

　ぴいっと口笛の音がして、顔を上げると、アンドレア王子の側近のエドウィンが鳩を腕に乗せたところだった。

「おや……イルゼ様の侍女殿。どうされました？」

「いえ。鳩がいたものですから」

「これは私の鳩です。おや、侍女殿の肌を傷つけてしまいましたか？」

　マリーベルはぎくりとして傷口を押さえる。下手に治療をして白い肌が見つかってしまっては大変だ。

「かすり傷です。お気になさらず。……私はこれで失礼いたします」

　なるべく簡潔に言葉を交わし、すぐさまその場をあとにする。

　強く握っているうちに、手の傷口から血は止まったが、目立つ位置にある怪我だ。イルゼに報告しないわけにはいかない。

　すぐに戻って、傷を作ってしまったと報告すると、イルゼからは感情的なお怒りを喰らった。

「全く、私まで傷をつけなきゃならないじゃないの。……オースティン！」

　呼ばれたオースティンは、眉をひそめながらもナイフを取り出した。

「少々我慢してくださいませ」

　マリーベルと同じ左手の親指の付け根に、うっすら傷を作る。イルゼは顔をしかめながらも痛がる素振りは見せなかった。

「これでいかがですか」

「……いいわ。マリー！　これ以上体に傷を作ることは許さないわよ」

「はい……」

　イルゼの手を伝う赤い血が、目に焼き付いて離れない。

　アンドレアの優しさを知った今、マリーベルにはそこまでして嘘をつき通すのが理解できない。彼はたとえイルゼが処女じゃなかったとしても、妻として大切にしてくれたに違いないのに。

「そろそろ……終わりにしなくちゃ」

　マリーベルは覚悟を決めた。

　イルゼがそんな行動をするのも、そもそもはマリーベルがさっさと仕事を終わらせないからだ。今晩、すべてを終わりにしよう。最後の思い出として、彼に抱かれたい。たとえ、自分と違う名で呼ばれるのだとしても。






　その夜、マリーベルは手に包帯を巻いて寝室へと赴いた。

　マリーとして動いているときは、両手に手袋をつけて仕事をしていたので、エドウィン以外には怪我をしたこと自体知られていないはずだ。ただの侍女の怪我を、アンドレアに報告することはないだろうと思いながらも、心配でドキドキしながら彼の前に立つ。

「来たな。イルゼ。……その手はどうした」

　目ざとく包帯に気づいたアンドレアは、手招きして自分の前に彼女を座らせる。

「ちょっと……ペーパーナイフが滑って、切ってしまいました」

　誤魔化そうとしているのに、アンドレアは無言で包帯を解いていく。

「なにをなさるんですか」

「見せてみろ。王太子妃が傷なんてつけるもんじゃない」

「数日で消えるような怪我です」

「それでもだ」

　鳩のかぎ爪でえぐられた皮膚は、ナイフでできる鋭利な傷跡とは違う。嘘をついたのがすぐにばれてしまって、マリーベルは気が重たくなる。

「これはナイフの傷じゃないだろう」

「実は、……迷い込んできた鳩に触って傷がついたのです。伝書鳩のようだったので、侍女に連れて行かせました」

　仕方なく、真実を半分交えた嘘をつく。

「鳩……ね。そういや、エドウィンが、伝書鳩が戻ったと言っていたな」

　アンドレアは彼女の手に顔を近づけ、突然、傷口をぺろりと舐めた。

「おやめください。こんな……汚れたものに口付けるなど」

「消毒したんだろう？　汚れてはない。それより、きれいな肌に傷をつけるな。こういうものは男が受けていればいいものだ」

　言われて、マリーベルはアンドレアに目をやる。

「男の方だって、傷はないほうがいいです」

「そう言うな。名誉の負傷だぞ？」

　クスリと笑って、アンドレアは腕をまくって見せた。言われてみれば、傷跡がうっすら浮いている。

「これは盾を割るほどの怪力の男と対峙したときの傷だ」

「盾を？」

　どんな力持ちなら盾までも壊せるというのだ。そんな相手と戦って、アンドレアが無事でいたことが驚きだ。

「よくご無事でしたね」

　指で傷をなぞる。アンドレアは気を良くしたように夜着を脱いだ。

「たくさんあるぞ？　見たければ見せてやる」

　アンドレアは笑っているが、マリーベルは笑えない。どれも古いもので、すでに肌になじんではいるが、アンドレアの体にある傷は多かった。最初の晩にも彼の裸は見たはずなのに、余裕がなかったからか、傷のことはなにひとつ気にならなかった。

　一番大きな、右胸から腹にかけて伸びた傷をマリーベルはそっと触ってみた。

「痛いですか？」

「もう痛くはない。これは戦争ではなく国内の跡目争いでついた傷だ。俺と腹違いの兄との間を巡って、一度内乱が起きたからな」

「内乱？」

「今はもういないが、父には側室がいて俺より年上の息子もいた。だが、王位継承権は正妃の子である俺にある。それが、兄の側近には許せなかったのだろう。深夜入り込んだやつらに切り付けられたが、俺の側近がすぐ気づいてそいつらをまとめて切り付けた」

「……お兄様は？」

「反逆人は処刑される。世の常だろう。兄の母君も同罪だった」

　アンドレアは平静に言ったが、半分とはいえ血のつながった兄を処刑しなければならない彼の心情を想像するだけで、マリーベルは胸が苦しかった。同腹の妹とも心の交流はなかったようだし、外側から見えるより、ずっと家族の愛情には飢えているのかもしれない。

「悲しいですか？」

「さあ。……よくわからんな」

　困ったようにつぶやく彼に、胸が押しつぶされそうになる。そんなマリーベルに、アンドレアは苦笑すると、彼女の手を掴んで自分の胸の傷跡に押し付けた。

「今日はお前が俺を触ってみろ」

「え？」

「いつも同じではつまらん。俺が毎日お前にしたように、お前が俺を触るんだ」

「同じって……」

　彼がマリーベルにやったようにというならば、彼の肌をひたすらに触ったり口づけたり舐めたりしろということだ。されているだけでも恥ずかしさで死にそうなのに、自分がするなんてハードルが高すぎる。

「や、無理です」

「王太子である俺の命令を聞けないのか？」

　そう言われると、自分がすごく無礼な事をしているような気がする。

「でも」

「でもじゃない」

　しばらく赤くなって黙っていても、許してはもらえなかった。

「……駄目か？」

　ついには甘えたような声を出されて、マリーベルは抗えなくなった。恥じらいながらも、小さな傷に唇を当てる。

「これは戦場でついた傷だな。ふたりに囲まれたときだ」

　上目づかいで見上げれば、にやりと笑われる。マリーベルは観念して、おそるおそるぺろりと舐めた。

　自分から舐めろと言ったくせに、実際にそうしたら彼は身を震わせた。それがおかしく思えて微笑んだら、今度は肩を差し出された。

「こっちは子供のころの古傷だ。剣の傷でもない。城で一番高い木に登ってやろうと思ってな。三分の二ほど登ったところで飛んできた鷹に気を取られて足を滑らせた。腕にまっすぐに傷がついたが、残ったのはこのあたりだけだな」

「危ないです。木に登るなんて。まして鷹も飛んでいるようなときなら」

「お前に言われたくはないな。鳩で怪我をしたんだろう？」

「それは……そうですが」

　それを言われてしまうと、返す言葉がない。悔しくてそっぽを向くと、機嫌を取るように、彼の手が顎を掴み、目を合わせられる。

「拗ねるな」

「拗ねてなんて……」

　いません、という声は彼のキスに飲み込まれる。舌が唇をなぞり、マリーベルの舌を絡めとっていく。

（気持ちよくて……溶けそう）

　ちょっとしたしぐさに心を掴まれたような気持ちになる。キスをしてもらえるのがうれしい。マリーベルは彼に恋をした自分を、自覚せざるを得なかった。

「ここは、どんな怪我ですか？」

　比較的新しい、腰近くにある刃物傷に、マリーベルは自分から唇を寄せた。ぺろりと舐めて離れようとしたら、そのまま頭を押さえられる。固い筋肉に鼻が押し付けられて潰れてしまいそうだ。

「ここは戦場でだな。馬上から落ちたところを狙われた。すぐに避けたからここだけで済んだんだ」

　怒れる獅子と言われたアンドレアのことを、マリーベルは、野獣のような人なのだろうと思っていた。

　けれど、伝わっているのはしょせん彼の功績だけなのだ。そこに至るまでに、彼がどんなに苦労したか、どんな苦難を乗り越えてきたかまでは語られることはない。

（彼は今、それを私に分かち合ってくれてる）

　次の瞬間、マリーベルは自然に彼の体に唇を寄せていた。アンドレアに促される前に、上半身にあるすべての傷跡を指や唇でなぞる。今更傷が痛むことはないだろうが、それで少しでも彼が癒されるならと夢中だった。

　時折、彼からは甘い吐息が漏れる。自分の方からキスをしているのに、彼の気持ちよさそうな息遣いに、なまめかしい気分になってくる。

　アンドレアはマリーベルの髪を優しく撫で続け、吐息交じりにつぶやいた。

「……俺が憎くはないか？　お前の国の民を、何人も殺した」

「逆もまたそうでしょう？　戦争に正しさなどありません。だから平和になってよかったのです」

「そうだな。俺も今回の戦では側近を亡くした。今は本気で、平和がいいと思い始めている。俺とお前がともに生きることで、それを成し遂げられるなら、これ以上うれしいことはない」

　ドキンと胸が跳ねる。彼の言葉がうれしい反面、彼を騙している自分がいたたまれない。彼から注がれる熱のこもった視線に、マリーベルは静かに頷く。

「もう慣れただろう？　俺もそろそろ限界だ」

「はい。……抱いてください」

　つぎの瞬間、手首をアンドレアに捕まれ、あっという間に体を反転させられた。上にのしかかれられた状態で身動きも取れずにいると、鬣のような金の髪が頬をかすめ、首筋に小さな痛みを感じた。所有のしるしをつけられて、マリーベルの頬は一気に染まった。

「……あ、アンドレア様」

「様はいらない」

　ちゅ、ちゅ、と何度も鳴るリップ音。首筋を舐められ、マリーベルはうわずった声を上げた。

　彼は、夜着の上から双丘を両手で揉みしだいた。彼の手に包まれた二つの丘のてっぺんが固くなっていくのが自分でもわかった。

　掌でこすられて、体の芯が刺激されたみたいにびくり、びくりと体が勝手に震える。

「あっ……あ、や……」

「いい声だし、いい顔だ」

　見上げた彼の顔が官能的で、マリーベルは無意識に彼の首に手をまわした。

　アンドレアは口元にしっかり笑みを浮かべ、彼女の夜着をはだけさせると、そのまま胸の赤い実を口に含み、舌で転がすようにして堪能した。

「ああっ、……ん、あ」

　必死に声を抑えようとすると、固く閉じた唇を彼の唇が優しく触れ、舌によってこじ開けられた。
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「いいから声を出せ。力を抜いていいんだ」

「で、でも」

　気を抜いたら、すべてをさらけ出してしまいそうだ。触れられるところすべてが気持ちよく、気が付けば先ほどまで辛うじて袖が引っかかっていた夜着はすっかり取り払われていた。

　無防備な姿をさらして恥ずかしいのに、触れたくて仕方ない。足の間が熱をもち、潤んでいくのがわかる。

「あっあっ、はあん」

　自分のものとは思えない、発情期の猫のような声。聞いているだけで恥ずかしくなって、ギュッと目を閉じる。

「……お前は可愛い。素直に感じてろ」

　指が、足の間の割れ目をなぞった。瞬間、おののいた体を、彼はしっかりと抱きしめる。

「こんなもんじゃない。我を忘れるまで鳴け」

「やっ、だって、ああっ」

　潤んだそこは、彼の指を飲み込み、くちゅくちゅとみだらな水音を立てている。つつかれたりこすられたり、彼から与えられる刺激は、マリーベルから理性を奪っていった。

「あっ、あっ、や、ああああん」

　気持ちいいと声には出せず、代わりに言葉にならない喘ぎ声を上げ続けた。

　呼吸困難になるほど喘ぎ、汗と体液でべたべたになりながら、それでも彼を求めて手を伸ばした。小刻みに動く指が、マリーベルをどんどん高みへと連れて行く。はじけたような感覚のあと、頭の中は真っ白になった。

「イッたか？　じゃあ今度は俺の番だ」

　体に力が入らないまま、マリーベルは全身を痙攣させながらよがっていた。朦朧としながら、近づいてくる彼を受け入れる。奥に入るにつれ、突き刺さるような痛みがして、一瞬悲鳴を上げたが、しっかり抱きしめられて背中をさすられた。アンドレアも苦しそうな顔をしているのに、触れてくれる手は優しい。

「さすがに狭いな。……ちゃんと呼吸しろ」

「あ、ん、……でも」

「俺も我慢の限界だ。動きたい。お前を、……めちゃくちゃに鳴かせたいんだ」

　優しいキスに、ほんの少し力を抜く。そうすると彼がふーと息をつき、ゆっくり腰を動かす。こすれる痛みとは別に、もどかしい感覚が子宮のあたりに溜まってきた。

「ん、はあ、あ、あ」

「そうだ。力を抜いて……ちゃんと俺を感じるんだ」

　感じている。そこにいる。つながっている感覚は痛くてきつくて、でもうれしい。

「あ、ああああっ」

　やがて激しくなる動きに、マリーベルは再び嬌声を上げた。

「やっ、あっ、ああああ、あああああん」

　激しくなる声に、つられるように彼の腰が動く。再び高まった快楽の波にのまれ、マリーベルの頭は真っ白になった。

　互いに達したそのあとで、横たわるマリーベルに、アンドレアは優しくキスを落とし、彼女を両腕で抱きしめた。

「これで、名実ともにお前は俺の妻だ」

「……はい」

　マリーベルにとっては、これは別れの合図だ。目の淵に涙がたまり、頬を伝っていく。

「泣いているのか？　痛いか？」

「すみません。これは……うれしくて」

「うれしいなら笑え。俺も、うれしい。お前と出会えたことに感謝している。イルゼ」

　彼が愛おしそうに呼ぶ名前が、自分ならいいのにと思いながら、精いっぱいに笑った。

「大好きです。アンドレア様」

「俺もだ」

　強く抱きしめられ、幸せに満たされた。この時間がもう少しだけ続く。少なくとも夜が明けるまではマリーベルはイルゼでいられるのだから。
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　その夜は一度では終わらなかった。深い眠りについていたマリーベルは、夜中に彼に起こされ、再び体をつないだ。

　アンドレアの若い体は、一度の行為では満足できないらしく、半分寝ぼけたようなマリーベルをむさぼるように愛した。

「あ……、あん、無理です。強い」

「悪いな。タガが外れたようだ。我慢できない。お前が欲しい」

「は……ん、ああっ」

　体中に落とされるキスの嵐、感覚がわからなくなるほど愛撫され、何度も貫かれ、全身の力が抜けるほど愛された。朝方にももう一度そんな行為があったため、マリーベルは全身がだるく、なかなかベッドから起きだせなかった。

「……ん」

　寝返りを打つのさえ辛い。体の節々が痛く、腰が重い。

「いけない……！　朝」

　ベッドにはもう、アンドレアの姿はなかった。マリーベルは裸の自分の姿を見おろし、顔が真っ赤になる。

　体中に、赤いうっ血痕が残されていた。おそらく深夜の行為中につけられたものだが、そんなに強く吸われたのかどうかも覚えていないくらい夢中になっていた。

「やだ。……こんな……全身に」

　恥ずかしさで泣きたくなりながら、マリーベルはベッドから降り立つ。

「と、とにかく部屋に戻らないと」

　ベッドの上に乗せられていた夜着に袖を通していると、物音を聞きつけたのかノックの音がする。

「イルゼ様、入ってもよろしいですか」

　ケイトの声だ。マリーベルはぎくりとして「はい」と言葉少なに答える。すぐに扉が開いて、入ってきたのはケイトだけではなく文官もともにいた。慌てて、夜着の前を合わせて隠す。

「イルゼ様、失礼いたします」

　文官は乱れたベッドを検め、破瓜のしるしを確認すると、満足そうにシーツを丸め、そのまま退出していく。

　そこに、昨晩の行為がすべて刻まれているような気がして、恥ずかしくてたまらなかった。

「……おめでとうございます」

　ケイトは、イルゼにそうするように、うやうやしく頭を下げた。

「あの、ケイト……」

「本懐達成ですわね。お部屋に戻りましょう」

　無言のケイトについて、イルゼの部屋に戻る。そこはもぬけの殻だったが、物音を聞いて続き間からイルゼとオースティンが現れた。昼も近い時間だというのに、彼女もまだ夜着のままだ。

「ずいぶんお寝坊ね」

　昨日までとは違う、娼婦でも見るような視線に、マリーベルはさっと顔を赤らめてひれ伏した。

「申し訳ありません。あの……」

「いいのよ。寝たのね？　王子と」

　こくんと頷いたマリーベルを見下ろし、イルゼは閉じた扇で彼女の顎を上げさせた。

「脱ぎなさい」

「え？」

「抱かれた体を見せなさいと言っているの」

　前にも同じことを言われたことがあった。だから予想はしていたけれど、こんなに体中につけられるとは思っていなかったので、たじろいだ。せめて、オースティンだけでも別室に行ってほしい。

　その旨をおずおずと伝えるが、イルゼは頑として首を縦には振らなかった。

「駄目よ。早くしなさい。お前が、王子につけられた痕を全部見せなさいと言っているのよ。早晩お呼びがかかったとき、痕が消えていたら不審に思われるでしょう」

　それは、今日お召しがあればイルゼが行く、ということだ。最初から言われていたことではあったが、マリーベルは本当に自分の役目が終わったことを実感し、胸が苦しかった。

「……はい」

「少し時間をかけすぎたとは思いますが、お前はよくやりました。当初の計画通り、これから半年侍女としてしっかり勤めてちょうだい。……オースティン」

「はっ」

　イルゼが指を鳴らすと、オースティンはマリーベルに近づき、夜着をはぎ取った。裸身があらわになり、オースティンに見られるのがいやで体を丸める。しかし、ケイトが後ろから彼女を羽交い絞めにし、イルゼからよく見えるよう、胸を突きださせた。

「……大分、ご寵愛されたようね」

　イルゼはため息をつき、自らも服を脱いで裸身をさらした。

「オースティン、同じ場所に、同じ痕を」

「はい」

　オースティンはちらりとマリーベルの裸体を眺めると、「失礼」とうやうやしい態度を向けながら、イルゼの肌に口をつける。

「……っ」

「申し訳ありません。痛みますか？」

「平気よ。続けて。……あっ」

　胸のふくらみに、へその周りに、太ももの付け根に。

　目の前で繰り広げられるイルゼとオースティンのやり取りは刺激的であり、それが彼と自分の昨晩の行為を思い出させた。恥ずかしさと悩ましさで、頭がおかしくなりそうだった。

「……おそらく、これですべてかと」

　イルゼの肌に口づけ終えたオースティンは、彼女の体を再び夜着で優しく包む。

　まるで昨日の行為を追体験したように、マリーベルの全身が火照っていた。ようやく夜着を渡されて着ようとしたが、もうただ立っていることさえできず、膝をつく。

「しっかり立ちなさい、マリー」

　叱咤されたものの、体が疲れ切っているところにこの精神的な責め苦で、まともに頭が回らない。

「マリーは、今日は休んでいなさい。今日から寝室には私が行きます」

「は、……はい」

　今日からアンドレアはイルゼを抱くのだ。昨日のような甘い吐息で、優しいまなざしで、温かい体で。

　指先が冷たくなった感覚がして、マリーベルは自分の手をギュッと握った。

　きっとこれは、アンドレアを騙した罰なのだ。マリーベルは必死に涙をこらえ、覚悟する。今後一生、嫉妬と叶わぬ恋の痛みを味わわなければならないことを。






　その晩、入浴の手伝いをしたマリーベルは、昨晩アンドレアとした話を詳しく報告させられた。アンドレアの傷の話は、途中からしっかりと覚えておらず、曖昧にしか言えなくて、叱られた。けれど、あの状況でしっかり記憶できる人間がいるなら見てみたい。

「まあいいわ。あなたははっきり覚えてないってことは、私が覚えてなくてもおかしくないでしょうし」

　イルゼは不快そうに言う。そして、せっかく入浴したというのに、お化粧をし始めた。

「お化粧なさるのですか？」

「ええ、念のためね。あなたが時間をかけすぎるからよ。顔の細かな違いに気づかれたら困るもの」

　顔色を良くする白粉に、赤い口紅を差し、イルゼは寝室へと向かった。

（今日、アンドレア様はイルゼ様をお抱きになる）

　考えただけで胸が苦しく、マリーベルは必死に唇を噛みしめた。






　翌朝、アンドレアは寝室の扉を叩く音で起こされた。

「アンドレア様、申し訳ありませんが、至急執務室にお越しください」

　慌てたような声はエドウィンのものだ。

　一気に覚醒したアンドレアははっと起き上がり、その拍子に隣で眠るイルゼが身じろぎをしたのを見て動きを止める。

「わかった。すぐ行く」

　イルゼはしっかり夜着を着こんでいた。彼は彼女の胸元をはだけさせ、体に散る、一昨晩に付けた痕を眺めた。赤いうっ血痕は時間の経過とともに薄茶色に変化している。

「んっ……」

　寒さにイルゼが身じろぎをする。アンドレアはそれをほほえましく眺め、胸の谷間の今ついている痕の下に、小さな痕をもうひとつ付けた。真新しい所有印に満足したアンドレアは、彼女の夜着を戻し、頬を撫でる。

「仕方ない。また夜だな」

　そのままするりとベッドから降り、冷静な王太子の顔に戻って歩き出す。

　廊下に出るとエドウィンが待ち構えていた。彼はアンドレアを見て、安心したように息を吐きだした。

「ずいぶんすっきりした顔をなさっていますね」

「良く寝たからな。いつ落ちたか覚えてないくらいだ」

「安心しました。昨日の朝の様子を見たときは、ご寵愛もほどほどにと思っていたのですよ」

「戯言はいい。朝早くからどうしたんだ？」

「はい。実は、ディエード族が、昨日から妙に活気づいております。すでに北の塔が攻められておりまして、国王様がアンドレア様に兵を出させるようにと」

　アンドレアは眉根を寄せた。

「父上は俺のことを戦闘マシーンだとでも思っているのか？　結婚しろと勧めておきながら、すぐ戦争にでろと？」

「返答は差し控えさせていただきます」

「……まあいい。すぐに制圧すればいいのだろう」

　アンドレアはため息をつくと、まずは私室に寄り、着替えを済ませた。出兵するのならばと、選んだのは軍服だ。

　そのあと執務室に場所を移し、報告するために待っていた兵士を一瞥する。

「待たせたな。状況を教えてくれ」

「はい」

　報告はおおむねエドウィンが言ったとおりだった。

　ディエード族は、もともとはこのあたり一帯の先住民族だ。今や北に追いやられ、ガドリーユ王国の一部地区として自治権を与えられて暮らしている。だが、定期的に反意が沸き上がり、戦を仕掛けてくるのだ。

　民の中には、彼らとの混血もいるし、文化的にも宗教的にも、先住民族を尊ぶ風潮は一部の民衆の中にある。そのため、排除するのは良くないと制圧のみにとどめている。

「スティングレー将軍に精鋭兵を準備させるよう伝えてくれ」

　アンドレアは軍神と呼ばれるほどの存在だ。戦いに赴くのはやぶさかではない。だが、せっかく手に入れたばかりの新妻を置いて行くのはつまらない。戦争が始まれば、少なくともひと月は城に戻ってこられないだろう。

「しばらくは準備にかかるだろう。俺はイルゼと話をしてくる」

「かしこまりました。……が、奥方を連れて行くのは無しですよ。北の砦に女性が安全に住めるような部屋はありませんからね」

「わかってる！」

　実現できるとは思っていないひらめきを見透かされたことが悔しく、アンドレアは不貞腐れて廊下に出た。まず、夫婦の寝室を訪れたが、すでにイルゼの姿はそこにない。では……と、アンドレアは彼女の私室へと向かった。






　イルゼの部屋の続き間では、マリーベルが身支度を整えているところだった。

　イルゼは少し前に部屋に戻ってきて、ケイトを連れてそのままどこかへ行ってしまった。ちょうどケイトにドーランを塗る手伝いをしてもらうところだったマリーベルは、下着姿のまま鏡の前でひとり取り残され、困り果てていた。

　そのタイミングで、ノックもなく扉が開けられた。

「きゃっ」

「こんなところにいたのか。イルゼ」

　アンドレアが入ってきて、マリーベルは驚きのあまり声が出ない。彼は彼女をイルゼだと思い込んでいるらしく、下着姿だからと遠慮することもなく、つかつかと中へ入ってきた。

「なっ……ど、どうなさったんですか」

　マリーベルは慌てて近くにあったストールで、前を隠した。アンドレアは気にもせず彼女の前に立つと、あたりをきょろきょろと見回した。

「お前の侍女や護衛騎士はどこに行ったんだ。ノックしてもなんの返事もないから勝手に入って来てしまったぞ」

「え、あの、ちょっとお使いを……」

　目を反らしながらごまかそうとすると、彼は彼女の両腕を掴み、真剣なまなざしを向けてきた。

「急だが、ひと月ほど北の砦に向かうことになった。まだ城での生活にも慣れないうちから、ひとりにさせてすまないが……」

　思いがけない言葉に、マリーベルは目をぱちくりさせる。北の砦に向かうことが、出兵するのとイコールだとは思い至らないマリーベルは、王子としての執務があるのだと思い込んだ。その間、イルゼと仲睦まじくされないぶん、心穏やかに過ごせるのでは……と内心ではホッとしていた。

「そうなのですか。すぐ出られるのですか？」

「そのつもりだったが……」

　軽く言いよどんだと思った次の瞬間、彼は噛みつくようなキスをしてきた。

「んっ」

　もう二度と無いと思っていたアンドレアとのキスに、マリーベルは自分の体が潤んでいくのを感じた。

「もう少し別れを惜しんでくれてもいいんじゃないか？　まだ出発までは時間があるし」

「アンドレア様？　朝ですっ、その」

「うるさい。そんなにあっさり見送られると俺がつまらない。浮気などされてはかなわんからな。しっかり俺を覚えさせておかないと」

　そう言うと、初めての日より性急に胸を揉みしだき始める。

「ひゃあん」

　マリーベルが彼に抱かれたのはたった一日だ。なのに、体は完全に彼に慣らされていた。彼の手は的確にマリーベルの弱い部分を触り、悔しいほど簡単に、彼女の息は荒くなっていった。

「だ、駄目ですってば」

「いやがっているようには見えない」

「そんな……」

　それはアンドレアの言うとおりだった。昨日、この手がイルゼを抱いたと思うと泣きたいくらいに悲しくなるのに、それでも、今自分を求めてくれることがうれしかった。

「……おとなしくなったな？」

　笑うようにキスをしてくる彼の首に腕を回す。それを了承の意ととった彼は、膝裏に手をまわし、彼女を抱き上げた。

　ベッドの上に寝かされ、上からアンドレアが組み敷いてくる。キスをしながら、器用にマリーベルの下着をはぎ取り、彼女の裸身を朝日のもとにさらした。

　性急な行動はやはり時間が無いからだろう。けれど、最後の触れ合いが欲しいと望んでいたマリーベルの体は、少しの愛撫で十分に潤っていた。

「アンドレア様、もう、大丈夫……」

「もういいのか？」

「欲しいんです。……あなたが」

　これまで恥じらってばかりだった妻の予想外に積極的な声に、アンドレアも興奮した。深いキスを落として、同時に彼女の体を一気に貫いた。

「ああっ」

「痛くないか？」

　小さく首を振ったが、痛みはある。けれど鈍痛とともに、快楽も澱のように溜まっていく。体は次第に熱を帯び、彼とひとつになっているという甘い喜びが快感となって体中を満たしていった。

「アンドレア様。……私を、忘れないでくださいね」

　それはマリーベルにとっては永遠の別れを意味した。しかしアンドレアにとっては、つかの間の別れを惜しむ新妻の可愛い囁きだ。伸ばした手にキスをして、アンドレアはこれまでで一番甘く笑う。

「そう煽るな。すぐ帰ってくるから」

「ああっ、あっ、あっ」

　何度も突き上げられ、そのたびにマリーベルの体は快感に震えた。

「やだっ。あああん。わけ、わかんなくなるっ」

　頭がどんどん朦朧としていく。イルゼらしさを取り繕うこともできなくなり、喘ぎ声の合間にこぼれる声は、すっかりただの村娘のようだった。

　アンドレアは腰の動きを止めることなく、彼女の快楽にまみれた表情を楽しそうに眺めた。

「力を抜け。そのほうが……可愛い」

「ああああん」

　やがてマリーベルは高みへと連れていかれた。視界は真っ白になり、ただ、手を重ねたアンドレアの熱さと、唇を何度もむさぼられる感覚だけが残る。

「待ってろ。すぐ帰るからな」

　ふたりは互いに夢中になりすぎ、外からの音に気付くのが遅れた。

「誰かいらっしゃ……きゃっ、申し訳ございません！」

　突然、扉が開き、ケイトが立ちすくんでいた。

「悪いな、取り込み中だ」

　答えたのはアンドレアで、扉はすぐ閉まった。が、ケイトが戻ってきたということはイルゼも一緒だろう。マリーベルはさっと青ざめた。

「や……こんな」

「今更照れるな。やれやれ、邪魔が入ったな。もうすこしお前を堪能したかったんだが」

　すっかり正気に戻った様子のマリーベルを苦笑しつつ見つめるアンドレアは、彼女の首筋に赤い花をつけた。チクリとした痛みに、マリーベルは少し眉根を寄せて手で覆った。

「痛かったか？　悪……」

　言葉が途切れて、マリーベルが不思議に思って見つめると、彼は、マリーベルの胸元をじっと見ていた。

　朝日のもと、全裸をさらしていることに気づいて、マリーベルは慌ててシーツを引っ張り胸の頂きを隠す。

「イルゼ？」

　彼はなぜか不思議そうな顔をしていた。「はい？」と答えれば、彼は「……いや、なんでもない」と言って服を着こむ。

「一時間後には出発する。お前も見送りに出て来い」

「は……はい！　あの、……ご武運をお祈りしております」

　マリーベルが彼に声をかけられるのは、イルゼと間違えられている今だけだ。どうしても自分の口から伝えたくて焦ると、彼はまじまじと彼女を見て、ふっと力を抜いたようにほほ笑んだ。

「愛している、イルゼ。おとなしく、俺の帰りを待っていろ」

　彼はそう言うと、とびきり優しいキスを落とし、部屋を出て行った。

　マリーベルは慌ててベッドから降り、下着を身に着ける。ドーランを持ち出し、顔に塗っている途中で、イルゼが部屋に入ってきた。

「お盛んね。気づかれたりしなかった？」

　マリーベルは手を止めて、彼女に頭を下げた。

「申し訳ありません。突然来られて……その、ドーランを塗る前だったので私のことをイルゼ様と勘違いなさって」

「アンドレア様は急遽、戦地に赴くことになったそうよ。これでしばらくは顔を合わせなくて済むわ。ほっとするわね」

「戦地……なのですか？」

「聞かなかった？」

「北の砦とは言っていましたが」

「まだまだ勉強不足ね。北の砦はディエード族を見張るための砦よ。定期的に小競り合いがあることくらいは知っているでしょう？」

　そう言われれば、カナン村には定期的に軍への食糧を用意するよう要請が来ていた。あれはディエード族と戦いに向かう兵のためのものだったはずだ。

「……大丈夫なんでしょうか」

「大丈夫でしょうよ。これまでも何度も侵略を阻んできたのでしょうし。仮にも怒れる獅子と呼ばれた英雄なんだから」

　イルゼからは、アンドレアを気遣う様子はみじんも感じられない。

（それでも、イルゼ様が彼の妻で、……昨日は彼に抱かれたんだ……）

　マリーベルの胸がチクリと痛む。身代わりを終えれば楽になれると思っていたのに。彼に心を奪われてしまった今は、見ていることしかできなくなったことがつらい。

「王子のお見送りに出ます。ケイトを連れていくからあなたはいいわ。身支度を整えておきなさい」

「……はい」

　ドーランを手の届く限り全身に塗り、着替えをしてから、マリーベルはそっとバルコニーにでた。

　城の前庭に、騎乗した騎士団員が整列している。その先頭にいるのがアンドレアだ。

　さっきは、戦地に行くとは思っていなかったからあっさり見送れたが、今度は心配で平静でいられない。もしなにかあったらと思ったら、涙まで浮かんできた。

「どうか……ご無事で」

　誰に聞こえるでもないこの場所で、マリーベルは必死に祈りをささげた。






　それからひと月。ディエード族との戦いは長引いていて、アンドレアは戦地から戻らない。しかし、この日の王城は、朗報で沸いていた。

「イルゼ様がご懐妊だ！」

　先ほど医師の診察を終えたイルゼは、ベッドで横になっていた。ケイトがかいがいしく世話をしていて、マリーベルはその他の雑務を引き受けていた。

　王家の子が生まれるのだ。素晴らしいことのはずなのに、マリーベルの胸はずっとモヤモヤしている。イルゼに嫉妬しているのかと思うと、自分が馬鹿みたいで辛かった。

「マリー！　悪いけど、タオルを持ってきてくれる？」

「わかりました！」

　ケイトに言われ、立ち上がる。と、急に目の前が暗くなり、同時に吐き気に見舞われた。

「……うっ」

　慌ててエプロンで口元を押さえる。しばらく動けずにじっとしていると、なかなか戻ってこないマリーベルに焦れたのか、ケイトが様子を見にやって来た。

「きゃっ、なに？　どうしたの？」

「すみません、急に吐き気が」

「……吐き気って。そういえば最近、あなた様子がおかしかったわよね」

　ケイトはまじまじと彼女を見る。

　最近、うとうとと仕事中に居眠りをしていたのを見咎められたばかりなので、マリーベルとしては気まずい。

「すみません。ちょっと調子が悪いだけで……大丈夫です」

「マリー、あなた、月のものは来ている……？」

「え……？」

　アンドレアと行為に及んだのはたった二日だ。だけどそのうちの一晩は何度となく精を注がれ続けた。

　だが、マリーベルはその可能性に全く思いあたっていなかった。身代わりである以上妊娠などするはずがないと、なぜか思い込んでいたのだ。

「嘘……まさか」

「可能性はあるでしょう？　私からイルゼ様に報告するわ。あなたは指示があるまで休んでいなさい」

　ケイトはそう言うと、戻っていった。マリーベルは茫然としたまま、自分のお腹にそっと手を当てた。

















離宮にて












　マリーベルの妊娠の可能性は、ケイトを通じてイルゼに報告された。

　そして数日のうちに、マリーベルには暇が出されることとなった。

　朝一番に馬車に乗せられ、国境を越えてオースティンの屋敷まで行くのだ。オースティンは通行証を用意するため、あとから追いかけてくるらしい。

　道中はとてもゆっくりだった。マリーベルの体調があまりよくないので、一時間ごとに休憩時間が取られた。その日は、カールセルの街まで移動して宿を取る。

　翌日、国境を通るときにはオースティンが追い付いて来ていて、通行証を出してくれた。揃って国境を越えたあとは、オースティンは先に馬で屋敷に向かってしまう。マリーベルは再び何度か休憩を入れ、日が落ちる前にオースティンの屋敷についた。

「大丈夫か？　結構時間がかかったな」

　出迎えてくれたのはオースティンだ。

「アナが部屋の準備をしてくれているから、今日はゆっくり休むんだな。明日は医者がくる。君の仕事は体を診てもらうことだ」

　妊娠しているかの検査をしろということだ。これでもし妊娠していたとしたらどうなるのだろう。自分のこれから先の身の振り方が想像できず、不安しかない。






　そして翌日、朝からやって来た医師の診察を受け、マリーベルの懐妊は明らかになった。

　報告を聞いたオースティンは、表情を変えずに立ち上がる。

「私は報告のためにイルゼ様のもとへ戻る。これからのことはイルゼ様と相談し、また指示を出そう。君はしばらくここに住むといい。……どういう結果になるにせよ、体は大事にするように」

　オースティンは慌ただしく屋敷を出ていき、残されたマリーベルは、自室として与えられた部屋で、ぼんやりとベッドに横になりながらお腹を撫でていた。

（本当に、赤ちゃんがここにいるんだ……）

　マリーベルの胸がほのかに温かくなる。もちろん不安もあるが、好きな人との子供なのだ。アンドレアと結ばれることが無くとも、この子がいるならばマリーベルはひとりではない。この子を育てるためならばどんな苦労をしてもいい。

　弟のコリンが生まれたとき、マリーベルは七歳だった。当時から父とはうまくいっていなかったマリーベルは、柔らかく小さな弟に夢中になった。

　泣き止まないときは困ったけれど、コリンはかけた愛情をそのまま返してくれた。

　楽しいとは言えない日々の中、マリーベルはコリンがいてくれたから生きてこられた。そんな存在がもうひとり増えるのは、純粋にうれしい。

「でも、イルゼ様はなんと言うかしら」

　本当は初夜だけの身代わりだったのに、予想以上の時間をかけてしまった。あれには相当怒っていたはずだ。加えて、妊娠なんてしたなどと知ったら。

（もし、赤ちゃんを堕ろせと言われたら？）

　その思い付きにマリーベルはぞっとした。あり得ないことではない。

　王太子と身代わり花嫁の間にできた子供なんて、トップシークレットもいいところだ。まして、イルゼのお腹にだって赤ちゃんがいるのだから。生まれては権力争いの火種になってしまう。

（だとすれば、逃げなくちゃ）

　突然の思い付きは、正しいような気がした。マリーベルは思い立ち、着てきた服に着替え、小さな鞄に財布や着替え一日分などちょっとしたものをまとめた。

　そして、アナが近くにいないのを確認し、物音を立てないように廊下に出る。

　だが、彼女はまだ本調子ではなかった。玄関まで行きつくまでに、貧血を起こし、しゃがみこんでしまった。

　すぐに、掃除中のアナに見つかってしまう。

「なにをしているんですか！」

「アナさん……。私、ここを出ようと思って」

「お待ちなさい。オースティン様からはあなたを外に出さないよう言われております。ジャック、マリーベルを寝室に運んで！」

　従僕が呼ばれ、抵抗虚しくマリーベルは部屋へ逆戻りすることになる。

　再びベッドに寝かされたマリーベルは、アナにこっぴどく叱られた。けれど、不思議と怖くはなかった。アナの怒りは、マリーベルを心配してのものだったからだ。

「そんな体で、無理をしてはいけません。あなたはもう、ひとりの体ではないんですからね」

「アナさん……」

　予想もしなかった優しい言葉に、マリーベルの目尻に涙が浮かんだ。

「……すみません」

「どうして逃げようなんて思ったんですか？」

　アナは身代わりのことも知っている。マリーベルは涙とともに抱えていた不安を吐き出した。

「この子を堕ろせと言われるのが、怖いんです」

「まあ」

　アナは呆れたようにため息をつくと、優しく彼女の額を撫でた。

「オースティン坊ちゃんも、そこまで無体なことはなさいません。大人しく、帰りをお待ちください」

「でも……イルゼ様は」

「イルゼ様だって同じ女です。子を思う気持ちはわかってくださるはずです」

　優しく言われて、少しばかり心が落ち着いてきた。ホッとしたと同時に眠気が襲ってくる。

「少しお眠りください」

「……はい」

　ここではイルゼの身代わりをする必要もない。不安は山のようにあるけれど、緊張からは解き放たれていた。

　そうして、気持ちに余裕ができると思うことはアンドレアのことだ、

（無事なのかしら。すぐ戻ると言ったのに、一ヵ月以上もかかっている。ここでは戦況が全くわからないわ）

　国単位の戦争と違い、ディエード族との戦いは定期的に勃発する小さな反乱のようなものだ。命を失うようなことはないだろうとみんなが言っていたが。

（どうかご無事で。アンドレア様）

　彼を思うことしかできないマリーベルは、それからの毎日を彼の無事を祈ることに費やした。






　それから半月が経ったころ、オースティンが屋敷に戻ってきた。

「屋敷から逃げようとしたそうだな」

　オースティンは迎えに出たマリーベルを見るなり、そう言って苦笑した。

「……申し訳ありません」

「無事だったのならいい。逃げ出して流産しようものならそれこそ問題だ」

「産んでも……いいのですか？」

「王家の子殺しになど誰もなりたくはないだろう」

　オースティンは上着をアナに預けると、マリーベルを連れて応接室へとやって来た。

「イルゼ様からの指示を伝える」

　マリーベルに緊張が走る。ワンピースの生地をギュッと握りしめ、下される沙汰を待った。

「イルゼ様は、お前の腹の子は王太子の子だから絶対に産まねばならない、とおっしゃっている。だが、その子を王家の子だと公言することは許されない」

　寛大な措置に、マリーベルはホッとした。もとよりばらす気などない。マリーベルはこの子を自分の手元で育てたいのだ。

「では……」

「だが、お前を自由にするわけにはいかない。目の届くところで出産してもらう」

　はっきりと言い切られ、マリーベルは言葉を続けられなくなった。

　もともとは、身代わりを終えてから半年たてば、自由にしてもらえるという約束だった。今の口ぶりだと、出産までここにいることになる。だが、赤子を抱えたまま、仕事をして生活するための基盤をマリーベルは今からつくらなければならない。

「お言葉ですが、オースティン様。私には仕事が必要です。この子を育てていくために」

「仕事ならある。褐色の肌の侍女・マリーを続ければいいのだ。仕事内容は簡単な雑務とイルゼ様の話し相手だ」

「え？」

「今、イルゼ様は妊娠中の体調不良で離宮へと身を移したところだ。少し気鬱を患っているため、故郷のものを話し相手として呼ぶことになっている。それがお前だ」

　全く想像もしていなかった展開に、マリーベルは瞬きを繰り返した。

「お前は俺の内縁の妻として離宮に入るのだ。あの状況でお前の腹の子の父親になれるのは、城にいた人間でなければおかしい。であれば、俺かハリスしかいないが、ハリスはケイトの恋人だ。必然的にお前の相手は俺だということになる。護衛騎士はその職についている間は独身を誓う。だから正式には婚姻していないが、以前から内縁の妻として扱っているのだということにした」

　オースティンの言いぶりはもう決定事項だ。おそらく、すでにその設定で周りにも話しているのだろう。

「でもそんなの……オースティン様はいいんですか？」

「俺の望みはイルゼ様を守ることだ。それに必要なことならなんでも受け入れる」

　真顔で答える彼に、マリーベルは一瞬逡巡したが頷いた。

「わかりました」

　身重の身で無理はできない。オースティンに頼らざるを得ない以上、彼らの決定に異は唱えられないのだ。

（それに……）

　胸の鼓動をうるさいくらいに感じる。マリーベルはもう認めるしかなかった。アンドレアにもう一度会えると思っただけで、この胸がこんなに喜んでいることを。






　時を遡ること半月。アンドレアは北の砦でイルゼ懐妊の報を聞いた。

「本当か、でかした」

　思わずガッツポーズをしてしまい、エドウィンにからかわれる。

　すぐさま、【一度、帰城する】という内容のメモを、伝書鳩の足に括り付けて送った。

　伝書鳩は鳩の帰巣本能を利用した伝達方法だ。場所の制限はあるが、あまり人の目につかず、人の手を使っての連絡よりも早く着くのでなかなか使い勝手がいい。

　ディエード族との戦いは彼の予想よりもずっと長引いていた。以前はただ力任せに向かってくるだけだった彼らは、今回は戦い方を変えてきていた。戦闘をいくつかの場所に分散させて起こし、制圧される前にすっと引いていく。そしてまた別の場所で反旗を翻すのだ。

　決定的な痛手を与えることができず、王国兵も徐々に消耗している。

　アンドレアとしては休戦協定を結ぶことで事を落ち着けたいのだが、ディエード族の長はそれに応じる姿勢を見せない。結果として、無駄に戦闘が長引いているのだ。

「戦局は硬直しているし、しばらくは任せていいか」

「奥様にお会いになるんですね。構いませんよ」

　エドウィンの采配ならば信用できる。アンドレアは彼に兵の行使権を与え、数人の護衛を連れて城へと戻った。






　王都に戻ったアンドレアを見た領民たちは、王太子妃ご懐妊の報を受け、沸き立っていた。

　あまりの歓迎ぶりに、身動きが取れないほどだ。だがアンドレアは一刻も早くイルゼの顔が見たい。祝いの言葉を適当に受け流し、馬の脚を速めた。

　王城に入ると、まず父王と王妃に帰城の挨拶をする。

「イルゼが懐妊したと聞きました」

「そのようね。私には直接報告が無いのでよく知りませんが」

　王妃はそっけなくつぶやく。もとより家庭的ではない母に期待はしていないが、初めての妊娠でイルゼにだって不安があるだろうに、もう少し優しくしてやってほしいと思う。

　挨拶は早々に切り上げ、アンドレアはイルゼの部屋へと向かった。

「イルゼ」

「あら、アンドレア様。お早いお帰りですね」

　予想外に、妻の反応は淡白だった。顔は微笑んでいるが、声は弾んでいない。

（……なんだ？）

　浮かれていた気分は急速にしぼみ、アンドレアの中に冷静な自分が舞い戻る。そうして落ち着いて彼女を観察し始めた。

「懐妊したと聞いた。大事にして、いい子を産んでくれ」

「ええ。それで私、お願いがありますの」

　イルゼはアンドレアをソファに誘い、お腹を撫でながらゆっくりと話し始めた。

「こんなことは言いたくありませんが、ここは私にとって、かつての敵国です。皆さま、気遣ってはくれますが、兵士の中には心無い視線を向けてくるものもおります。はっきり申し上げれば、この城の居心地はあまりよくありません」

　それはアンドレアにもわかる。先の戦争で亡くなったハーマンと親しくしていた騎士団員は特に、敵国の姫を迎えることに反感を持っていた。加えて、義理の母親となる王妃もあの調子だ。イルゼにとってこの城が居心地のいい場所になるのは、まだまだ先の話だろう。

「かつて王妃様も出産の際に使用した離宮があると伺いました。私もそこに行ってはいけませんか？」

　王城は血の障りを嫌うため、出産前後ひと月は離宮を使用する。国の郊外にあり、あたりは農村や果樹園が広がるのんびりした気風の土地だ。

「アンドレア様がいらっしゃる北の砦にも近いし、できれば出産までそこで過ごしたいと考えています。私の護衛騎士の妻も今妊娠しておりますの。アンドレア様の許可さえいただけたら、彼女も呼んで話し相手になってもらいたいんです」

「護衛騎士に妻がいるのか？　どっちのだ？」

「オースティンのですわ。内縁の、ですけれど。我が国では、護衛騎士は家庭を持つことは許されておりませんから」

　聞いて、アンドレアはホッと息を吐きだした。オースティンとイルゼの親しさに、いささか疑惑を持っていたのだ。

「そうだな。……わかった。父上に頼んでみよう。おそらく数日のうちに離宮の使用許可は出るだろうから、俺も一緒に行こう。そしてそのまま砦に戻る」

「本当ですか。うれしいですわ」

　イルゼが微笑む。再びアンドレアの胸に、違和感が沸き上がった。なにかが違う。そう思うが、確信はない。

「……今晩は俺の部屋にくるか？」

　もう一度確かめたいと、アンドレアは彼女を誘う。しかし彼女は当然の権利とばかりに首を振った。

「大事なお子になにかあっては困りますもの。まだ体も安定しておりませんし、しばらくはご遠慮させていただきますわ」

　腹の子を盾に取られては、アンドレアも無理強いはできない。「そうか」とつぶやき、離宮の使用許可を得るため、父王のもとへ向かった。






　離宮の使用許可はすぐに出た。自分でこの結婚を進めておきながら、父はイルゼのことをあまり好きではないようだ。

「離宮に下がりたいというなら好きにさせればいい。一度は契ったのだから婚姻は成された。そのあとはどう扱おうとこちらの自由だ」

「……父上、イルゼは俺の妻ですよ。いずれはこの国の王妃です。その言い方はいかがなものかと」

　眉を寄せたアンドレアに、父王は口の端を曲げ、あざ笑うように言う。

「なんだ、情が移ったのか？　まあ好きにしろ。あの国を手に入れるまでは、大事にしてもらわなければ困るからな」

　アンドレアと国王の話はいつも平行線だ。アンドレアが悲しささえ感じるほど、話の論点が合わないのだ。

　自分は妻を大事にしたいと言ったところで、国王にはその理由がわからない。むしろ、数年後を見据えて、側室としてアンドレアに娶らせる国内の令嬢の選定さえしていそうだ。

　そう思えば、離宮に移りたいという申し出を咎めることもないかと思えた。北の砦からは近くなるし、もう少しまめに顔を見にいけるだろう。

　アンドレアはそう結論付け、伝えるためにイルゼの部屋に向かおうかと思った。が、先ほどのイルゼの態度を思い出し、気分が萎えた。

　結局、自分の寝室に行ってベッドに横になり、腕を頭の上で組んで目を閉じる。

　イルゼの膝枕が恋しい、なんて思う自分に呆れる。女を知ったばかりというわけでもないのに、ふと気がつくと、彼女のことばかり思い出しているのだ。

　そもそも、最初は、アンドレアだって乗り気ではない縁談だった。

　だが、寝室のイルゼはどことなく弱々しく、可愛らしかった。指での愛撫に翻弄される姿は初々しく新鮮だったし、吐息交じりの色っぽい声も、アンドレアの耳に心地よかった。

　なにより、犬の話をしていたときの笑顔は一瞬、アンドレアの息を止めるほど可愛かったのだ。

　そう考えると、今日のイルゼには違和感がある。いやでも、そう感じるのは、しばらく離れていたからか。

　悶々とするアンドレアの脳裏に、ひとつの記憶が蘇った。

「そう言えば、あの日」

　初めてイルゼを抱いた翌日のことだ。夜なのに化粧をしてきた彼女にキスをした。何度も、何度も、せっかくさした紅が落ちるほど。しかしそこで急激な眠気に襲われた。数日寝なくても平気なアンドレアには、珍しいことだった。

　その翌朝、起きたときにイルゼの胸元にたしかにキスマークを付けた。

　だが、そのあとすぐに北の塔に向かうことが決まり、性急に抱いた彼女には、その痕が無かったのだ。

（前々日の痕が残っているのに……そんなことあるか？）

　あのときも疑問に思ったが、移動の慌ただしさで抜け落ちていた。

（だが……あるはずがない。間違いなく同じ顔だったはずだ。抱き心地だって一緒だった。間違いなく、俺が抱いたのはイルゼだ）

　だとすれば今が違うのか？　その前日の夜のイルゼが別人なのか？　だが顔は同じだ。双子でもない限り、そんな似た顔の人物がいるわけがない。

「双子？　……まさかな」

　アンドレアはその思い付きが気になって仕方なかった。






　王家の離宮は王都より北、砦との中間地点の位置にあった。西に行けば、カナン村があり、国境を越えればメルセンス王国だ。

　イルゼの話し相手として招かれたマリーことマリーベルは、貴族の令嬢のような腰から下の膨らんだワンピースドレスをまとい、その門をくぐった。

　オースティンの内縁の妻という名目なので、以前のような完全なる仕事中心の侍女とは違い、イルゼの話し相手という側面が強い。末端とはいえ貴族の奥方に見えるよう、服も宝飾品もオースティンが準備してくれた。

　離宮にはあまり人がいなかった。イルゼの希望ということだが、王太子妃が住む離宮として考えるならば、扱いがかなり悪い。必要最小限の使用人がいるだけで、警備も万全とは言い難い。

「久しぶりね。マリー」

「お久しぶりです。イルゼ様」

　イルゼのお腹はまだふくらみが目立たないが、全体に少しふっくらとした印象がある。月齢は同じなのだが、マリーベルはつわりが酷かったため、少し痩せてしまっていた。

　使用人からはチラチラといぶかし気な視線を感じる。以前は使用人の服装をしていたから、イルゼとマリーベルはそもそも比べる対象ではなかったはずだ。だが、今回は似たような服装をしているせいで、印象が近い。肌の色とメガネだけでごまかせるのか心配になる。

　マリーベルはできるだけ明るく微笑んだ。

「マリーと申します。簡単な仕事をお手伝いさせてもらえればと思っています。皆さま、よろしくお願いいたします」

　ぱっと空気が明るくなるような彼女の挨拶に、使用人一同はハッとして猜さい疑ぎ的な視線を隠し、揃って頭を下げた。






　マリーベルには、イルゼが使う主寝室から三部屋程離れた部屋が与えられた。オースティンの内縁の妻という立場なので、すぐ隣室がオースティンの部屋になる。

　侍女としてしっかり働くつもりだったが、イルゼの世話をする人間はそれなりに整えられており、マリーベルの仕事はお茶の準備や針仕事などほとんど動かなくてもいいものばかりだった。身重の身にはありがたい仕事だ。

　離宮には、二週に一度、アンドレアがイルゼの様子を見にやって来た。

　できる限り顔を合わせないようにというイルゼの命令もあったし、彼の顔を見て自分の感情が爆発してしまうのが怖かったので、そんな日は部屋に閉じこもっていた。

　彼が無事でいてくれたことを、神に感謝しながら。






　そうして二ヵ月ほどが過ぎていく。

「マリー、イルゼ様がお茶にしようと言っている」

「はい。ではすぐに用意します」

　ノックして入ってきたのはオースティンだ。彼とマリーベルの間には男女の関係はないが、使用人たちに疑われない程度には親しさを装っている。

　イルゼとマリーそしてオースティンで行うお茶会は毎日の必須行事となっていた。

「待っていたのよ、マリー」

　満面の笑みで迎えるイルゼは、マリーベルが入れたお茶をリラックスした様子で飲む。「あなたがいれるお茶はおいしいわね」

　離宮に戻ってから再会したイルゼは、終始ご機嫌で、自分の妊娠を心から喜んでいるようだった。アンドレアを毛嫌いしている様子だったから、意外な気がしたが、男女の仲はどう転がるかわからない。マリーベルがいない間に、きっとふたりは打ち解けたのだろう。それが正しい姿なんだと思うのに、嫉妬してしまう自分が悲しかった。

　と、突然廊下が騒がしくなり、扉前で護衛をしていたハリスが顔を出した。

「失礼いたします。王太子様がお越しになったそうです。こちらにお通ししてよろしいでしょうか」

「アンドレア様が？」

　マリーベルは心臓が止まるかと思った。そんな先ぶれはなかったはずだ。

　イルゼも驚いた様子だったが、すぐに冷静さを取り戻し、マリーベルを振り返った。

「そう。ではマリーは部屋にお下がりなさい。あとはケイトにさせるからいいわ」

「はい」

　片付けもそこそこに、マリーベルは急いで部屋を出たが、すでにアンドレアはこちらに向かって廊下を歩いていた。マリーベルは息が止まりそうになる。会いたいと焦がれていた人の登場だ。すぐさま駆け寄って愛を乞いたい気持ちにもなる。

（駄目。今の私は侍女よ。王太子様の顔を見るだけでも不敬に当たるわ）

　急いで廊下の端により、頭を下げてアンドレアが通り過ぎるのを待った。

　……が、彼はマリーベルの前で立ち止まり、声をかけてきたのだ。

「お前が、オースティンの内縁の妻か？」

　マリーベルは顔を上げずに答える。落ち着けと思うのにどうしても声は震えてしまった。

「はい。マリー・ニューマンと申します。以前は、城で侍女として仕えさせていただきました」

「だよな。その褐色の肌に見覚えがある」

　頭を下げているマリーベルにはわからなかったが、アンドレアは驚きをもって彼女を見ていた。

　肌の色を覗けば、彼女とイルゼはよく似ていた。背丈も同じくらいだ。眼鏡で顔がよく見えないが、声が似ているということは骨格も近いということだろう。

「イルゼと懇意にしてくれているそうだな。ありがとう」

「いえ。こちらこそ過分な扱いをしていただいております」

「失礼、アンドレア様。イルゼ様がお待ちです」

「ああ。……今行く」

　助けに入ってくれたのは、オースティンだ。マリーベルはホッとして、アンドレアが部屋の中に消えていくのを見送った。

　そのあとマリーベルは部屋にこもっていた。ずっと心臓がバクバクしていて、落ち着かない。興奮でもしているのか、お腹の子供も今日はずいぶん元気よく中から蹴り上げてくる。

「……うれしかったの？　お父さんに会えて」

　言葉にすれば、自分もうれしかったのだと思い知る。ずっと顔が見たかった。無事で本当に良かった。マリーベルは、うっすら浮かんだ涙を指で拭った。

















暴かれた秘密












　北の砦に戻ったアンドレアは、エドウィンを呼びつけた。

「イルゼ様はお元気でしたか？」

「ああ」

　乱暴に上着を脱ぎ棄て、考え込むような仕草をする。

「……アンドレア様？」

「なあエドウィン。そっくりな他人は存在すると思うか？」

　なにを馬鹿なことを……と思ったエドウィンだったが、アンドレアの真剣な表情に、顔を引き締めた。

「どういう意味ですか？」

「イルゼがふたりいるんじゃないかと思えるんだ」

「は？　なにを」

　アンドレアはこれまでの数々の疑問を、エドウィンにぶつけていく。

「おかしいと思うことは、今までもあった。でも気のせいだと流していたんだ。だが、ふたりが並んでいると、どうしても俺には、もうひとりのほうがイルゼのように思えてしまう」

　マリーという名の女性の話をすると、エドウィンは考え込むような仕草をした。

「妊娠して一度は辞めていったイルゼ様の侍女でしたよね。そこまで気になるのでしたら、もう一度、調べ直してみましょう」

「ああ、頼む」

　エドウィンが出て行った部屋で、アンドレアはひとり、イルゼのことを思い出す。

　男の手に怯え、犬の話に顔をほころばせたイルゼ。怯えたような震えた声は、マリーとそっくりだった。

「……あの娘はいったい誰なんだ」

　アンドレアのひとりごとに、当然返事はない。盛大に漏らしたため息がいつまでもまとわりついていた。






　それ以降、アンドレアは頻繁に離宮を訪れるようになった。

　来るたびにもの言いたげな視線をアンドレアから向けられ、マリーベルは不安だった。いつか本当のことがバレたら、イルゼだってマリーベルだって終わりだ。

　安定期に入り、体調も落ち着いてきたので、多少の無理もきくようになってきた。だったら今のうちに彼の前から姿を消したほうがいいのかもしれない。

　ある日、マリーベルはイルゼにその気持ちを伝えてみた。

「……私、ここを出てはいけませんか？」

　するとイルゼは、意味がわからないとでも言うように乾いた笑いを浮かべた。

「なに言っているの？　その子は王家の子よ。ここで産まなければいけないの」

「でも、正式なお世継ぎはイルゼ様のお腹にいらっしゃいます。この子がいたのでは、のちの争いの火種に……」

　イルゼは笑みを崩さない。沸き上がる違和感に、マリーベルは背筋がひやりとした。そして咄嗟に、とんでもない考えが頭をよぎったのだ。

（まさか、イルゼ様のお腹の子は、アンドレア様との子ではない？）

　その疑惑は顔に出ていたはずだ。なのに、イルゼは微笑んだまま、優しい手つきでお腹を撫でる。

「出産間近になったら、もう一度入れ替わりましょう？　王家の子はあなたが産む子よ。もちろんこの子も一緒に育てるわ」

　イルゼはそう言うと、お茶をすすった。なにも言えなくなったマリーベルは、沈黙ののち、絞り出すようにして尋ねる。

「そのとき、私は……？」

「ふふ。今度こそお役御免ね。自由を求めるならば、自由をあげる。子供と離れたくないなら、乳母をすればどうかしら。あなたには教養が無いから、補佐という形になるけれど、推薦してあげられないわけじゃないわ」

　心臓の音が、どんどん大きくなってくる気がする。

　自分が父から売られたとき、身代わりで純潔を散らせと言われたとき、これ以上辛いことがあるだろうかと思えた。しかし、今が一番苦しい。この子を取られるのかと思うと、心の中を嵐が襲う。

「男の子だといいわね。そうしたらもう、私は妊娠を強要されることはないもの」

　笑うイルゼに沸き上がった憎しみを、マリーベルはなんとか堪えた。

　妊娠初期と違って、今ならば動ける。子供を奪われるくらいなら、今ここを抜け出そう。マリーベルはひそかに決意した。






　その日以降、マリーベルは積極的に使用人と会話し、離宮を抜け出すための協力者を探した。元々、縫い物仕事を積極的に引き受けてくれる彼女に、使用人たちは好感を抱いており、彼女の相談にも親身になってくれた。

「実家の父が病気だと聞いて、見舞いに帰りたいのですが、オースティン様にもイルゼ様にも反対されているんです」

　マリーベルの嘘を、使用人は素直に信じ、数日だけ帰りたいという願いを叶えてあげようと奔走してくれた。

　屋敷には週に一度、食材を運び込む馬車がくるらしい。持ち込むもののチェックはされるが、帰るときはノーチェックなので、そこに隠れれば、離宮を抜け出すことは可能だというのだ。

　やがて協力者も見つかる。最も近くにあるアートリアの街から野菜を売りに来ている夫婦だ。彼らに頼み込み、積み荷を降ろしたあとの馬車に乗せてもらうことになった。

　オースティンやケイトの目を盗んで、麻袋に荷物を隠す。妻のふりをするためにオースティンからもらった宝石も入れた。

　まだ暗い早朝、マリーベルは離宮を抜け出すため、炊事場へと向かった。

　マリーベルが数日地図とにらめっこして算出した逃亡計画は、アートリアの街で野菜売りと別れてから、変装をして別の街に移動し、落ち着けそうな街にたどり着いたら、住み込みでできる仕事を探すというものだ。これまでカナン村を出たことのなかったマリーベルには不安しかないが、やるしかない。

　アンドレアと結ばれないのは仕方ない。彼は王太子で、この国を継ぐ大事な人だ。平民の娘に手が届く存在ではない。でも子供だけは手放したくない。

「誰よりも愛情をかけて育てるから。……ごめんね」

　お腹をひと撫でし、向かった炊事場では、野菜売りの夫婦が待っていた。

「ごめんなさいね。面倒なことを頼んでしまって」

「いや、お父さん心配だな。旦那さん、反対するなんてひどいよ」

　同情を買うための作り話なので、周りがあっさり信じてくれたことが逆に申し訳ない。

「でも身重の体で大丈夫なのかい？」

「ええ。数日のことですから。置手紙もしてきたから大丈夫です」

　マリーベルはお礼を言って、幌馬車の荷台に隠れた。門で一度馬車が止められたが、特に荷の中のチェックはなく、予想していたよりも簡単に離宮を出られた。

　マリーベルはしばらく息をひそめていたが、揺れが眠気を誘ってくる。うとうととしているうちに、いつの間にか眠ってしまった。

　見たのは、コリンの夢だった。マリーベルが食堂の仕事を始めたばかりのころ。コリンは学校が終わるとすぐ食堂に来て窓から覗いていた。

『マリーベル、弟がまた来てる。お客さんの邪魔になるから帰してくれる？』

　顔を窓に張り付けて覗いているコリンを、客が笑いながら、あるいは眉を顰めながら見ている。

『コリン』

『姉ちゃん！』

　マリーベルはコリンを裏に連れてくると、彼はうれしそうに姉に抱き付いた。

『駄目よ、コリン。お姉ちゃんは仕事をしているの。あなたは家に帰って母さんの手伝いをして？』

『なんで姉ちゃんが働かなきゃ駄目なの？　姉ちゃんと同じ年でまだ学校に行っている人いるよ？』

　コリンは、姉と一緒に通うのを楽しみにしていた。だから、入れ替わりのようにマリーベルが学校を辞めたことを不思議がっているのだ。

『一緒に学校に行きたい』

『コリン』

　見上げてくる弟は素直で健気だ。本当のことなど言えなかった。

『コリン。お姉ちゃんはお仕事が好きなの。いっぱいお金稼いで、コリンと一緒においしいものが食べたいんだもの』

『学校より仕事の方が好き？』

『うん。……そう』

『そっか』

　マリーベルの空元気を、幼い弟はそのまま受け止めた。

（ごめんね。嘘ついて。でも……）

　コリンがいてくれたから、頑張れた。でなければ、生きてる意味なんて感じられなかった。

　そのときお腹がポコリと動いた。

（ああそうだ。今はコリンだけじゃない）

　この子がいるから、生きていける。






「……きて。着いたよ。起きて」

　野菜売りの妻に体を揺さぶられ、マリーベルは目を開けた。

　あれから一時間くらい経ったのだろうか、東の空の低い位置に太陽が浮かんでいた。

「大丈夫かい？　疲れたならうちで休んでいく？」

　ここは、アートリアの街だ。このあたりでは大きめの街で、すでに市場は賑わっている。

「大丈夫です。本当にありがとう」

　マリーベルはここで野菜売りの夫婦と別れた。そして、変装するために市場を歩き回った。

　あいにくまだ早朝なので、市に出ているのは生鮮食品の店ばかりだ。

（先に移動したほうがいいか）

　マリーベルは乗合馬車の乗り場に行った。どこか遠くの街に……と思ったが、すぐ動くのはカールセルの街行きの馬車だった。カナン村に、一番近い大きな街だ。

（……ほんの少しだけ、コリンの様子を見に行ってもいいかしら）

　夢を見たせいだろうか。無性にコリンに会いたかった。

（またすぐ移動すれば平気よね？）

　マリーベルはそう思い、カールセル行きの乗合馬車に乗り込んだ。






　エドウィンが調査から戻ってきた。

　アンドレアは彼を砦の最上階、司令室へと呼びつけ、人払いをして話を聞いた。

「どうだった？」

「大体アンドレア様の予想通りですね」

「前置きはいいからさっさと言え」

　アンドレアから急かされ、エドウィンは肩をすくめて続けた。

「マリーという侍女は、輿入れふた月前に雇われたそうです。推薦者はオースティン。親族という報告になっていましたが、彼の親族で褐色の肌を持つ人間は調べた限り出てきませんでした」

「ふむ」

「それと、前回の調査では、イルゼ様は現国王の前妻キャスリン妃の子だと言いましたが、実は養子だそうです。そのころ、国王のお手つきとなった侍女が出産しており、どうもその子を引き取ったそうです」

「ああ……」

　王妃となるべき人間が、子宝に恵まれないほどつらいことはない。たとえ女で王位継承権がなくとも、いないよりはましだ。

「それがイルゼというわけだな」

「ええ。しかも、このとき侍女が産んだ子は、双子だったそうです。侍女はひとりを王家にとられ、せめてひとりだけは……と子供を連れて消えたのだとか」

　もしその子がマリーなら、イルゼと彼女は双子ということになる。

「そして輿入れ前に、オースティンの不審な動きが目撃されています。我が国の辺境の村・カナンで目撃されているようです。なんでも、食堂で働くマリーベルという娘を連れ去ったとか」

「なんだと？　その娘は何処に居るんだ？」

「行方知れずになってからはなんの音沙汰もないそうです。彼女の弟が必死に探していますが、手掛かりはなにも掴めていないと言います」

「弟……？」

「ええ。そもそも、彼がオースティンの怒りを買ってしまい、その賠償のために娘が売られたというのが真相のようですね」

　話が核心に迫っているのを感じて、アンドレアの胸がはやる。

「……その弟、名前は聞いたか？」

「ええ。コリンと言うそうです」

（やはり……！）

　それは、アンドレアが求めるイルゼとマリーベルをつなぐ名前だ。思えば、自分のことを話せと言ったとき、彼女は困っていた。弟だとは言えず飼い犬だと偽って語ったのだろう。

「その娘が俺のイルゼだ」

　アンドレアは確信をもってつぶやく。

「マリーベルが、マリーであり、夜はイルゼとして俺の前に出てきていたということだな？」

　エドウィンは冷静な調子で、「ええ、おそらく」と続ける。

「医師に聞いたのですが、以前、私の鳩を救ってくれたのはマリーのようなのです。鳥の扱いに手慣れていたのも、田舎村の娘であれば、納得できます」

　アンドレアも、鳩と聞いてひらめくものがあった。

　彼女を初めて抱いたあの日。彼女は手に怪我をしていた。あれは、鳩に引っかかれてできたと言ってはいなかったか。

　突然立ち上がったアンドレアに、エドウィンはちらりと視線を投げかける。

「明日の朝一番に離宮に行く。前線はしばらくお前に任せる」

「かしこまりました。あとですね、これはまだ不確かな情報なのですが。今回のディエード族との戦い、どうも不自然な点が多いので、捕虜のひとりを問い詰めてみたんです。どうやら、今回の戦い方を指示した人間がいるようでした」

　アンドレアは動きを止める。たしかに、ディエード族の攻撃はこれまでの単調なものとは違った。しかも、決定打を打たせてくれない、長期化を目的としたものだ。本来これは少数民族には向かない戦い方だ。消耗戦となれば、どうしたって数が多いほうが勝つ。

「捕虜の男が言うには、神の指示だ……とのことです」

「あそこは一神教だったな。天空神の言葉を神の御使いが伝えるんだったか」

「はい。そして神の御使いは銀色の髪をもつという特徴があるそうです」

　エドウィンはなんらかの答えを見つけているようだ。おそらくアンドレアが想像した通りの。

「……オースティンも銀髪だな」

「ええ。そして彼は、休戦前からカナン村周辺で何度も目撃されています。どうやって入国許可を取っているのか知りませんが、彼は戦争中から両国間をまたいで動いているようなのです……この件、彼が絡んでいる可能性が高くなっています」

「オースティンか……」

　イルゼの側に仕える護衛騎士。彼女が信頼のまなざしを向ける男。

「とにかく、離宮へ行こう。イルゼかオースティンかあるいはどちらもか。問い詰めればなにか出てくるだろう」

「下手は打たないでくださいよ？　彼らに話をさせるように誘導するんです」

「難しいことを言うな。だったらお前も来い。留守は、別の奴に守らせる」

　アンドレアは難しいことを考えるのは苦手だ。賢い側近に任せることにしている。

「でしたら指揮官を集めましょう。留守中の対応について確認しておかなくては」

　今妻の座にいる女が、自分が愛した娘と違うのならば、そいつを蹴落としあの娘を腕の中に取り戻す。

　アンドレアに考えられるのはこのくらい単純なことだけだ。それが、この胸の空洞を埋めるのに一番確かな方法だと、本能で理解していた。






　離宮では、ケイトによって、マリーベルの不在が、イルゼとオースティンに報告されていた。

「いったいどこに行ったの？」

「朝食の時間に姿を見せなかったので、部屋を覗いてみたんです。部屋の中には誰もいなかったので、思い当たる場所を探したんですが、どこにも見当たりません」

「昨日、最後に彼女を見たのは誰？」

　最後に姿を見たのはオースティンで、入浴を終えた彼女が部屋に入るのを護衛中に見かけただけだ。不審な点などなにもなかった。

「自分から出て行ったのか？」

「どうして急に」

　イルゼも焦ったようにつぶやき、「もしかして……」と昨日の会話の内容をオースティンに告げた。

「つまり、彼女は我が子を奪われると思って逃げたということですか？」

「乳母として雇ってあげるって言ったのに……。そうでなきゃ殺すところよ？　秘密を知っている人間を自由にできるわけないじゃない。でも、お腹の子が生まれるまでは無事でいてくれなきゃ困るわ。なんとしても連れ戻さないと」

「私が探してきましょう。その間のイルゼ様の護衛はハリスに任せる」

　そこへ、伝令が慌てた様子で入ってきた。

「失礼いたします。火急の用件があるとアンドレア様がお越しです」

　オースティンとイルゼは同時に息を飲んだ。このタイミングで最も来てほしくない人の登場に肝が冷える。

「では応接室にお通ししなさい」

　イルゼは毅然と言い、オースティンを振り仰ぐ。

「あなたは探しに行きなさい」

「いえ……アンドレア様がお帰りになってからにします。俺が一番に守りたいのはイルゼ様ですから」

　オースティンのまなざしには、主を守る決意が込められている。イルゼは頬を染め、お腹をそっと撫でた。彼が自分を守ってくれるというならば、自分が守るのはお腹に宿る〝彼〟との子だ。

「では、ついてきて。……応接室に行きましょう」

　イルゼとオースティンが目を見交わす。絡み合った親密な視線には、忠義心以外の色が乗っていた。






　イルゼが応接室に入ると、アンドレアがソファに腰掛け、エドウィンが後ろに控えていた。

「急にどうされました。何事かあったのですか？」

「いや、お前に見せたいものがあってな」

　アンドレアはエドウィンに視線を送る。彼は頷き、イルゼの前に一歩出た。差し出された手にはなにかが乗っていて、布がかけられている。

「なんですか？」

「まあ見ていろ」

　イルゼが顔を近づけた瞬間に、エドウィンは布を取り払う。と、灰色の鳩が姿を現した。

「きゃあっ」

　イルゼの悲鳴に、鳩も驚いたように羽音を立てて羽ばたいた。

「な……なんですか、これ。どうしてそんなものを部屋に？」

　怯えるイルゼをかばうようにオースティンが前に出る。

「アンドレア様、イルゼ様を驚かすのはやめていただきたい。お腹のお子になにかあったらどうするのですか」

　アンドレアはオースティンの敵対心むき出しの瞳をあおるように睨みつけ、すごんでみせた。

「俺はイルゼが喜ぶと思ったんだ。かつて、怪我をした鳩を助けるために傷を負ったイルゼならば……な？」

「は……？」

「初めて抱いたとき、お前はそう言っていただろう？」

「……っ」

　イルゼの動揺を見逃さず、アンドレアはまくし立てた。

「お前は誰だ？　俺が愛した女は、鳩ぐらいで怯えたりしない」

　イルゼとオースティンは一瞬顔を見合わせた。その行動は、ふたりが共犯者であることをアンドレアに悟らせた。

「私は正真正銘のイルゼです。なんなら国に問い合わせください」

「ならば質問を変えよう。俺が抱いた女は誰だ。お前ではないだろう！」

　アンドレアは脇に刺した剣をするりと抜いた。その刀身は、オースティンに向けられた。

　彼はごくりと息を飲んだが、逃げはしなかった。イルゼをしっかりと背中に守っている。

「やめて、アンドレア様。なにを誤解なさっているのか知りませんが、私がイルゼであなたの妻です」

「……カナン村のマリーベルという娘を知っているか？」

　突然、その名前を出されて、イルゼは咄嗟に、マリーベルがアンドレアのもとへ逃げ出したのだと思った。

「あの子、まさか自分からばらしたの？」

「イルゼ様！」

　オースティンが止めたがもう遅い。アンドレアは高圧的なまなざしをイルゼに向けた。

「イルゼは知っていそうだな。だが彼女を攫ったというのはお前だろう、オースティン。調べはついてる。さっさとマリーベルをここに連れて来い！」

　一瞬の間が空いた。反応の悪さに、アンドレアは不思議に思う。

「どういうこと？　……マリーベルが砦に逃げ込んだわけではないの？」

「逃げた？　なにを言ってる？」

「その娘ならもういません。朝から姿が見えないのです」

「……なんだと？　逃げるとはどういうことだ。彼女も身重の体だったろう」

「こっちが聞きたいわ！　これだけ生活を保障してやっているのに逃げるなんて恩知らずもいいところよ」

「攫っておいて恩もなにもないだろう！　彼女が行くところに心当たりはないのか」

　冷静さを失ったように、アンドレアがオースティンの胸倉を掴んでまくし立てる。

　オースティンはイルゼをかばったまま、うなだれた。

「あの娘を探す必要などないはずです。メルセンス王国の王女は間違いなくイルゼ様で、あなたの妻もイルゼ様です。こうなったからにはお話ししますが、彼女は初夜を過ごすためだけの影武者だったのです」

「はん？」

「王族の婚姻には、破瓜のしるしの確認があります。処女の影武者が必要だったのです」

「つまりイルゼはすでに男を知っていたというわけだな。……相手はお前か？」

　アンドレアの問いに、オースティンは答えない。イルゼもうつむいたままだ。

「他の男を思う妻などまっぴらごめんだな。それに、俺の妻と言いながら、イルゼは俺に体を許す気はない。そうだろう？」

　意味ありげに問いかけられ、イルゼははっと息を飲む。

「それに、俺ももう、相手が誰でもいいわけじゃない。あの娘がいいんだ。……マリーベルが」

　オースティンは驚きに目を見開いた。アンドレアは彼を力いっぱい突き飛ばし、背を向けた。

「とにかく探す！　イルゼもオースティンもここで謹慎だ。逃げたら再び戦争となると覚悟しておけ！」

　そう言い捨てると、アンドレアは荒々しく部屋を出た。彼よりは冷静なエドウィンは、苦笑したままオースティンを手招きする。

「あなたは一緒に来てください。そのほうが、話が早く済む気がします。イルゼ様はここで謹慎です。追って沙汰は出しますが、間違っても自ら命を絶つような真似はおやめください。祖国を守りたいならなおさらです」

　引きずられるようにオースティンが出ていく。イルゼは心配そうに走り寄ったケイトに支えられながら、ソファに腰掛けた。

「……やはり、私は幸せにはなれないのね」

　アンドレアから投げつけられた言葉を考える。彼は、気づいているのかもしれない。一晩だけ、イルゼが一緒に過ごしたことを。そのとき、口紅に混ぜた眠り薬で、彼を眠らせたことを。

　彼女のお腹にいるのは、正真正銘オースティンの子だ。イルゼはこの城に来てから、マリーベルがアンドレアと夜を共にするのと同じ時間を、オースティンと過ごした。

　身代わりがバレたらどうしようと悩む不安な夜に、ひとりでいるのはとても耐えられなかったから。

　だが、マリーベルの身代わりが一日で終わらなかったことで、イルゼには別の思惑が浮かんだ。

　この間に妊娠してしまえば、好きでもない王子に抱かれなくて済むかもしれない。オースティンとの子供を、王家の子だと偽るのだ。

　それは危険な賭けだ。もしオースティンに似てしまえば、イルゼの貞節は疑われ、二国間の関係も危うくなる。

　同じころにマリーベルが妊娠したと知り、イルゼは心底ほっとした。神がこの考えを後押ししてくれるのだ、とも思った。もう一度入れ替わり、マリーベルに王家の子を産ませ、自分はオースティンの内縁の妻として出産するのだ。

　どうせ、秘密を知るマリーベルは、いずれ殺さなければならない。子供の入れ替わりを済ませたあとで、マリーは産後の肥立ちが悪くて亡くなったことにする。母を失って途方に暮れた護衛騎士の子を、引き取って一緒に育てることにしたと言えば、子供とも離れずに済むだろう……と。

「完璧だったはずなのに……」

　王家の姫としての責任を果たしたうえで、オースティンといつまでも一緒にいられる。

　彼女の頭の中では、完璧な計画だった。それに振り回される人間の感情などは計算に入っていない。イルゼは疲れ切ったようにソファに身を沈ませた。






　乗合馬車が、カールセルの街についた。マリーベルは御者に運賃を払って街へと降り立つ。

　日は一番高いところまで上っている。野菜や肉を売る店は売れ残りをさばくべく、値下げの声を上げていて、街には活気があった。

　マリーベルはまず宝石を質屋で換金し、目立たない色のワンピースとつばの広い帽子を買った。

　あとは着替えをしなければならないのだが、顔や手のドーランを落とさなくてはならないのでお湯が必要だ。マリーベルは顔や服に泥をつけて汚し、小さめの宿屋の裏口から声をかけ、おかみに頼み込んだ。

「ひどく汚れてしまったので、お風呂を貸してほしいんです」

　宿のおかみはいやな顔をしたが、「もしお風呂を貸していただけるなら、清掃までします」というと態度を一変させた。

　身重の体で十人くらいが入れそうな風呂を洗うのは一苦労だったが仕方ない。三十分かけて、隅々まで綺麗にした。白い肌になった姿を見とがめられると困るので、こっそりとお礼の文と銅貨を置き、宿から出る。

　そのまま街に出ると気分は軽かった。誰かに監視されることなく、自分自身の姿で自由に動けるのは、ずいぶん久しぶりのことなのだ。

　マリーベルは乗合馬車の乗り場に向かい、カナン行きの馬車に乗り込んだ。ここからなら、一時間もかからず着く。

　村について、マリーベルは帽子を目深にかぶったまま、一直線に家を目指した。

「コリン、いる？」

　今の時間なら、両親は仕事で、コリンは学校が終わって帰ってきているはずだった。が、家にいたのは父だけだった。

「マリーベル？」

「父さん。どうしたの？　仕事は？」

「お前こそ、……なんでここにいるんだ。あの貴族様はどうした」

　マリーベルはとっさにさっとお腹を押さえる。それは無意識の行動だったが、父はなにか思うところがあったようだ。

「わかった。妊娠して捨てられたんだな。お前も母親と同じだな。遊ぶだけ遊ばれて、ぼろ雑巾のように捨てられたんだろう」

「え？」

「頼るところもなく戻ってきたんだろうがな。俺は血のつながらないお前の子供まで養う気はないぞ」

「ちょっと待って、父さん。母さんが……ってどういうこと？　私の父親が誰か知っているの？」

「お前は聞いてないのか？　どこかの身分あるお貴族様だという話だ。母さんはお前ができてあっさり捨てられたんだ」

　マリーベルはショックだった。血のつながらない父との関係が悪かったせいか、勝手に実の父に理想を描いていた。きっと母親とは愛し合っていて、不慮の事故かなにかで亡くなってしまったのだろうと。

「嘘……」

「嘘なものか。当時の母さんがどんなに苦労していたか知らないだろう。俺と出会ったときにはもうボロボロだった。それもこれも、みんなお前のせいじゃないか」

　父の憎しみの根源を見たような気がして、マリーベルは茫然と後ずさりした。

「……ごめんなさい」

「出ていけ。コリンには会うな。子供の父親から養育費だけでももらうんだな」

　冷たいまなざしに、この村に居場所がないことを悟ったマリーベルは逃げるように家から飛び出した。けれど精神的にもボロボロで、どこかで休みたかった。

（……そうだ）

　コリンとの秘密の場所である川沿いの洞窟。そこなら人はやってこない。しばらくゆっくりできるだろう。

　マリーベルはふらふらになりながら、国境の川の方へと向かった。

「懐かしい」

　洞窟には湿気が充満していた。濡れて滑る石に気を付けながら、洞窟の奥へと足を踏み入れる。子どものころはわからなかったが、いわゆる鍾乳洞というものなのだろう。自然にできた洞窟で途中までは川が流れている。マリーベルは比較的乾いた大きな岩を選んで腰を下ろした。

　この強行軍を責めるように、お腹の中の赤ん坊は、ポコンポコンと中から彼女を蹴り上げていた。

「……ごめんね」

　父を知らない子になる我が子を思い、申し訳ない気持ちになる。

「これから、どこに行こうか……」

　マリーベルの途方に暮れた声が、洞窟内に寂しく響いた。
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　三頭の駿馬が、カナン村にたどり着いた。オースティンを先頭に、アンドレア、エドウィンが続く。お忍びの移動なので、暗い色の上着を羽織っていたが、裕福な貴人であることは隠しきれていない。

「ここか？」

「そうです。彼女の家は奥の長屋通りにあります」

　三人は、離宮を抜け出したマリーベルが、アートリアの街でカールセル行きの馬車に乗ったところまで突き止めた。だが、そこからの目撃情報がほとんどなかった。

　ここまで来たのなら実家に行くだろうと、とりあえずカナン村へとやって来たところだ。

「お前はなぜマリーベルの存在を知ったんだ？」

　アンドレアの問いかけに、オースティンは静かに語りだす。

「最初から知っていました。母が、前王太子妃キャスリン様の侍女だったのです」

「ではイルゼとはいつからだ？　お前だろう？　彼女の腹の子の親は」

「……彼女が離宮に移されたころ、母とともに機嫌伺いに行ったときに初めて会いました。護衛騎士になったのもその縁です。あの方は孤独で、寂しさに耐え兼ね、私に慰めを求めました。彼女が十六になった日です。結婚の許可をもらうつもりでした。が、国王は思い出したようにイルゼ様を王城へ呼び戻し、その美しさを利用し始めたのです。イルゼ様は国王を恐れていました。だから俺との間に関係を持ったことも言えず、この度の婚姻も断ることはできなかったのです。けれど彼女はもう純潔ではない。だから初夜の身代わりが必要でした」

「そのためにマリーベルを探したのか？」

「彼女だって王家の血を引いているなら、イルゼ様に課せられた責任の一端くらい引き受けてくれてもいいはずです」

「それは王家に生まれた恩恵を受けたものに課せられる責任だ。平民暮らしの、まして他国で育ったマリーベルに課せられるわけがないだろう。その場だけ取り繕うことがイルゼを守ることにつながると思っていたのなら、お前は間違っている。こんなことをしでかす前に、さっさとイルゼを連れて逃げればよかったんだ」

「それができるなら、今こんなことにはなっていません。……騙したことは謝ります。ですが、イルゼ様だってずっとつらい目に遭われていたのです。どうか寛大な処置をお願いいたします」

　オースティンは苦渋に満ちた顔をしているが、アンドレアから見れば同情には値しない。

　自分たちが傷つけられたからといって、ほかの人間を傷つけても構わないと思うのはあまりに自分本位だ。それに、他人の痛みで、自分の傷は癒せない。本当に幸せになりたければ、自分の傷と向き合い、治す努力をしなければならないのだ。

　そのとき、突然オースティンの前にひとりの少年が飛び出してきた。

「姉ちゃんを返せ！」

　彼が持っていたのは木刀だ。そんなもので、護衛騎士を勤めるオースティンにかなうわけはない。片腕で木刀を受け止めたオースティンは、足をかけ少年を地面に転がす。

「お前は……コリン！」

「離せよっ。……姉ちゃんを返せ！」

　少年はよく見ると怪我だらけだ。木刀を持っているところを見ると鍛錬でもしていたのかもしれない。

「この少年は？」

「マリーベルの弟のコリンです」

「……離してやれ」

　アンドレアの命令に、オースティンは不服そうだったが、従った。

「誰？」

　オースティンに命令ができる彼を、コリンは不思議そうに見つめる。

「俺はマリーベルを探しに来たんだ。ここにはいないのか？」

「姉ちゃんを？　姉ちゃんはこいつに攫われてからここには戻って来てないよ」

　コリンはオースティンを指差す。どうやら何も知らないようだ。

「マリーベルは昨日までは屋敷にいたんだ。今朝になっていなくなった。だから、ここに戻ってきたんじゃないかと探しに来たんだ」

「いなくなったってどういうこと？」

　コリンは不安げなまなざしでアンドレアを見上げる。彼に嘘をついている様子はない。

「ここではないようだな」

　アンドレアはため息をつく。だとすれば他にどこを探せばいいのだろう。

「……僕、帰る」

　つぶやいたのはコリンだ。

「もしかしたら家に帰っているかもしれないもん！」

　言うが早いか、コリンは駆け出した。

「あ、おい」

　アンドレアも慌てて追いかける。彼らの家はそう遠くないところにあったが、そこにマリーベルはいなかった。でてきたのは父親で、オースティンを見るといやらしい作り笑いを浮かべた。

「これは……旦那。マリーベルを探しに来たんで？」

　それに素早く反応したのはアンドレアだ。父親の胸倉を掴み上げ、ひときわ低い声で脅す。

「お前、マリーベルを見たのか？」

「ひいっ、なにをするんです。旦那、この方は……」

「自国の王子の顔くらい覚えろ、阿呆」

「お、王子……？」

　ちらりとオースティンに視線を送り、彼が頷いたのを見た父親は、怯えたようにおとなしくなった。

「もう一度聞く。マリーベルはどこだ」

「し、知りません。一度はここに来ましたが、……追い出したんで」

「身重の娘が帰って来たというのに、追い出しただと？」

　舌打ちしたのと同時に、アンドレアの脳裏にひらめいたのは、かつて彼女が話してくれたコリンとの思い出話だ。

「……コリン。マリーベルと昔洞窟に行ったことはあるな」

「え？　あ、はい」

「案内しろ」

「でも……秘密の場所だから」

「そこにマリーベルがいるかもしれない」

　アンドレアは、エドウィンとオースティンをその場に残し、コリンとふたり、洞窟に向かうことにした。危険だからとエドウィンは反対したが、コリンが秘密の場所だからひとりだけにしか教えないと言い張るので仕方ない。

「どうしてそう、子供には甘いんでしょうね。うちの王子は」

　呆れたようなエドウィンの批難は聞き捨てて、コリンを急かして走り出す。

　コリンは何度もアンドレアを見上げながら、おずおずと話し出した。

「ほ、本当に、王子様なの？」

「違うように見えるのか？　俺も今は証明する術は持たないから、疑われても構わんが」

「ううん。信じる。王子様ならなんでもできる？　お願い、姉ちゃんを助けて。僕のせいで、姉ちゃんは攫われちゃったんだ。僕、強くなって姉ちゃんを助けたいんだけど、頑張っても全然強くなれない」

　アンドレアは少年を見る。十一歳だというが食べ物が足りていないのか、小柄だ。

「……救えるかどうかは頷きがたい。少なくとも、この村に帰してやるつもりはないからな。だがお前を騎士見習いとして取り立てることはできるぞ。厳しい訓練ばかりになるが、城に来る気はあるか？」

「姉ちゃんも一緒？」

「そうしたいと思っている」

「なら行く。行きます！」

　アンドレアはふっと口元を緩め、コリンの頭をポンポンと撫でた。マリーベルを迎えるのにいい口実ができたとほくそ笑む。

「そうと決まれば、急ごう」






　マリーベルはうとうととしていた。だが、人の声が近づいてきたことで意識が覚醒し、すぐに岩陰に隠れた。

「ここが、姉ちゃんとの秘密の場所だよ。家にいると、父さんが姉ちゃんに意地悪ばかりするから、ここで遊んでいたんだ」

　だが、聞こえてきた声は意外にもコリンのものだった。更に「そうか」と続く相づちの声にも、聞き覚えがあった。

「……嘘」

　マリーベルは耳を疑った。それはかつて、マリーベルの思い出話に頷いた温かな声と一緒。――アンドレアのものだ。

　けれど、アンドレアがこんな辺境の村にいるはずがない。ましてコリンと一緒だなんて。

「ここだな？」

　声の主は、洞窟を覗き込んだ。しかし、外の光のせいで影が濃く、マリーベルには覗き込む人物が影にしか見えない。

　だがその影の形を覚えている。鬣のような髪。広くたくましい肩。やがてすっぽりと影の中に入り込むと、逆に彼の姿形がはっきり見えてくる。

（……ああ、間違いない。アンドレア様）

　愛した人の姿に、涙が込み上げてくる。だが、マリーベルはひと言も発さないように口を押さえた。見つかってはいけないのだ。ドーランを塗っていない、イルゼとそっくりな顔を見られるわけにはいかない。

　だが無情にも、その影はどんどん近づいてきて、岩陰に隠れる彼女をあっさりと見つけてしまった。

「やっと見つけた。探したぞ」

　アンドレアは上着を脱ぎ、彼女の肩にかけた。

「探したぞ。イルゼ……いや、マリーベル」

　マリーベルは頭が真っ白になった。聞き間違えでなければ、アンドレアはたしかに彼女の本当の名を呼んだのだ。

「……どうして？」

「お前はマリーベルだな。俺の名を知っているだろう？　呼んでみろ」

「ア、アンドレア様」

　すると彼は満足そうに微笑み、彼女を愛おしそうに抱き上げた。

「やはりお前だ。俺のイルゼは。……ずっと探していたんだ」
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　マリーベルの瞳に、こらえきれなくなった涙が浮かんでくる。今起きていることが信じられない。これは夢なのではないかと、自分の腕を自分でつねった。

「姉ちゃん！」

　コリンが傍に寄ってくる。マリーベルはおそるおそる手を伸ばした。

「本当にコリンなの……？　どうしてアンドレア様と一緒にいるの？」

「王子様、姉ちゃんを探しに来たんだって」

　コリンにまで言われて、ようやくこれが本当の出来事なのだと思えてきた。

「どうして？　身代わりのこと、もうすべてご存知なんでしょう？　私はあなたを騙していたのに」

「俺は愛した娘を探しに来ただけだ。伝書鳩の怪我を心配して、自分が怪我をするようなお人よしで、コリンとの思い出に顔をほころばせる娘だ。俺の子を宿しているのは、お前なんだろう？　マリーベル」

　頬から零れ落ちる涙を、アンドレアの唇がすくう。

「お前を連れて帰る。もう離す気はない。俺の妻はお前だ」

「でも、……でも、王太子妃はイルゼ様です。私は……」

「俺はイルゼを愛していない。逆もまたしかりだ」

「でも……」

「覚悟を決めろ。お前の体に俺の子が宿ったのは運命だ。俺が愛している女はお前だけだ。受け入れろ、マリーベル」

　マリーベルは訳がわからなかった。けれど、彼が自分をマリーベルと呼んでくれたことで、自分の中にある一番強く真摯な思いがあふれ出てきた。

「……私、あなたが好きって言ってもいいんですか」

「ああ。そうだったら俺もうれしい」

「私、あなたの側に置いてもらえるんですか」

「離さないと言ってるだろう」

　ボロボロと泣き続けるマリーベルを、アンドレアは優しく抱きしめる。コリンは顔を赤くしながら、目の前で王子と姉が頬を寄せ合うのを見つめていた。






　三人が家まで戻ると、両親が揃っていた。エドウィンは、アンドレアが戻ってきたのを見ると、入れ替わるように出ていく。

　アンドレアに問い詰められた母親・ホリーは、自身がかつてメルセンス王国の王城で侍女として働いていたこと。国王との間に関係があったことを認め、双子の娘のひとりをキャスリン王妃に奪われたことも告白した。

「それがイルゼだ。お前たちは双子なんだ。どちらが王女になってもおかしくなかった」

「私が……王家の血を引いているの？」

　マリーベルの問いかけに、母は小さく頷いた。

「夫も知らない話よ。……私はあなたを連れて故郷に戻る途中、キャスリン様の命を受けた男に殺されそうになったの。命からがら逃げだして、この国に流れついて……。だけど、身寄りのいない私がここで生きていくには、口に出せないような苦労があったの。……夫に出会って、ようやく安定した暮らしを手に入れて、……私はこの人を失いたくなくて、あなたが虐げられていたのも見ないふりをしていたの」

　ホリーはわっと泣き出した。マリーベルは複雑な気持ちだった。かばってくれない母を恨んだこともあるが、こんな話を聞かされては責めるに責められない。

　だが、アンドレアの方は不機嫌さを隠さずに言った。

「だからといって、お前たちの彼女への態度は許せるものじゃない。マリーベルは俺が花嫁として連れて行く。だが、お前たちに許可は取らない。彼女を捨てたお前たちはもう彼女の両親ではないからな」

「そ、そんな……」

　顔を歪めるのは父だ。

「アンドレア様……でも」

「お前が両親を許しても、俺は許さない。お前にも俺を騙した罰は受けてもらう。一生俺の側で俺のために生きるのが、お前に課せられた贖罪だ」

　そんなの、罰でもなんでもない。マリーベルにとっては幸せなことばかりだ。

「でも、イルゼ様のことはどうするのですか。休戦協定だって……」

「先にこちらを騙したのはメルセンス国の方だ。非はあっちにある。どんな風にでも交渉できるさ。いいからもうこれ以上、ごちゃごちゃいうな。腹の子にさわる」

　吐き捨てるように言いながらも、アンドレアの手は、優しく彼女のお腹を撫でる。

「私、……産んでもいいんですか」

「あたり前だろう。正真正銘、王家の血を継ぐ子だ。産んでもらわねば困る」

「ありがとうございます」

　マリーベルが感激の涙を浮かべていると、コリンが心配そうに見上げてくる。アンドレアは腰を屈め、コリンの肩に手を乗せた。

「コリンはどうする？　本気で騎士を目指すなら連れていくが」

「本当ですか？」

「お前次第だ。やる気があるなら連れて行く」

「い、行きます！」

　コリンは一も二もなく応じたが、それに異を唱えたのは父だ。

「待ってくれ、コリンはうちの後継ぎだ。連れていかれては困る」

　だが、アンドレアは汚いものを見るような目で睨み、冷たく吐き捨てた。

「マリーベルにもその優しさを見せていれば、少しは温情をかけてやってもいいかと思ったがな。子供はふたりとも死んだと思え、今後の養育費が必要なくなったことを喜ぶがいい。いいか、お前にはもう二度と会わせない。余計な口外をしたら、王太子の命でお前たちを処罰することも可能だ。肝に銘じておけ」

　アンドレアはマリーベルを抱き上げた。扉を開けると表にはいつの間にか馬車が用意されていた。エドウィンが息を切らしているところを見ると、慌てて用意してきたのだろう。

「エドウィン、ご苦労」

「コリンも連れて行くんですね。少し手狭かもしれません」

「いい。俺は乗ってきた馬で帰る。馬車は姉弟で乗ればいい」

　すでに夕食時だったため、一行はカールセルまで移動し、そこに宿を取った。マリーベルはコリンと同室を与えられ、離れていたときを取り戻すかのようにいろいろな話をした。

「アンドレア様って、姉ちゃんが昔読んでくれたおとぎ話の王子様みたいだね。姉ちゃんを救い出してお城に連れて行ってくれるんだ」

「本当ね。まるでおとぎ話ね」

「うん！　最後はめでたしめでたしだよ。そう決まってるんだ！」

　久しぶりの弟との交流に、マリーベルの気持ちがほぐれていく。この日はぐっすりと眠りについた。






　翌朝、一路離宮を目指した。

　アンドレアはマリーベルの体調を気遣い、何度も休憩を入れてくれた。そのため、離宮に戻ったころには、すでに夕刻になっていた。

　全ての対応は明日する、とエドウィンに告げ、アンドレアはマリーベルだけを連れて寝室へと入る。

「待ってください。コリンは？」

「コリンはエドウィンに任せる。後見人になるよう頼んでおいた」

「じゃあイルゼ様は？」

「イルゼか？　今は部屋に謹慎させている。俺を騙し、お前を脅して身売りを強要させたんだ。無罪放免と言うわけにはいかない」

「……でも、イルゼ様だってあなたのお子を」

「俺の子ではないだろう、あれは。俺がお前を抱いたのは最初の日と遠征に出る朝だけだ」

「え？　でも……イルゼ様も寝室に行っているはずです」

「お前じゃない女を抱いた覚えがないんだ。初めての夜と、その翌朝の慌ただしい行為以外はしていない。俺はどちらもお前だったと思っているんだが、どうだ？」

「え？」

　たしかにそうだ。だが、初夜の翌日はイルゼが寝室に向かったはずなのに。

「イルゼは睡眠薬を使うほど俺に抱かれるのはいやらしい。子ができてからはそれを理由に断られている。なにか様子がおかしいとは思っていたんだ」

「え？」

「お前ならば、俺の誘いを断らないはずだからな」

　言うが早いか、アンドレアは彼女の口を塞ぐ。何度も舐ねぶっては吸いあげ、薄く開いた唇の隙間から舌を侵入させ、あっという間に口の中を蹂躙する。

「ん……、ふっ、……ん」

　マリーベルの唇からこぼれる甘い声に、アンドレアはにやりと笑った。

「ほら、そうだろ。やはりお前が俺の妻だ」

「もうっ……」

　抗えるわけがないのだ。マリーベルだって、ずっと彼に触れていたいのだから。

「でも、私まだ、湯あみもしていません」

「気にならないし……もう待てない」

　アンドレアの指が、彼女の頬をゆっくりと撫でた。唇を重ねながら、彼の手はワンピースを器用に脱がしていく。体を反転させられ、後ろから回された手に胸の頂きをこすられる。背中にキスを受け、膨らんだお腹を優しく撫でられた。生まれたままの姿で、マリーベルは感じるままに声を漏らした。

「ずっとこの肌に触れたかった」

　それはマリーベルも同じだ。恥じらいながらも、お返しのようにアンドレアの傷跡にキスを落とす。

「そう煽るな。さすがにあんまり激しくはできないだろ」

　お腹にいる子を気遣ってか、アンドレアはひどく優しい手つきだった。

「苦しくないか」と何度も確認して、マリーベルの甘い声に満足そうに微笑む。

　離れていた時間を取り戻すような時間をたっぷりかけた愛撫に、マリーベルは身も心もとろかされた。

「愛しているマリーベル」

「……あ……ん。アンドレア……さま」

　鳴かされ続けて声は掠れているというのに、体は触れられるたびに潤んで、喜んで彼を迎え入れた。体の深いところでつながっている。そう思うと、訳がわからなくなりそうなほど興奮した。

「好きです。アンドレア様。大好き」

「俺もだ。もう離さない」

「あっ、ああああん、も、駄目っ」

　腰を揺さぶられて、声を抑えることも忘れて、彼に縋り付いていた。

　久しぶりの行為は、たっぷりと時間をかけ、互いに満足したにもかかわらず、一度では終わらなかった。さすがに無理をさせすぎだと思ったアンドレアが、マリーベルを離したのは朝方のことである。






　翌日、マリーベルが目を開けたときには、アンドレアの姿はなかった。気だるい体をゆっくり起こしてみれば、前回を上回るほど体中にたくさんの痕が残されていた。

「今、何時かしら？」

　マリーベルは着替えるために立ち上がり、ベッドの周りに落ちている服を拾いあげる。すると物音に気付いたのか、見たことのない侍女がひとり入ってきた。

「お目覚めですか？」

「え、ええ」

「私のことはイレーネとお呼びください。ただいま湯あみの準備をしてまいります。こちらをお召しになってお待ちください」

　柔らかな絹でできた夜着だ。羽織ってみても肌に散る赤い花が透けて見えて恥ずかしい。

　時間を確認するために窓に寄ると、太陽は最も高い位置にあった。

　やがて戻ってきたイレーネの手を借り、湯あみと着替えを済ませた。愛された痕を見られるのは恥ずかしかったが、節々の痛い体を自由に操ることもできず、ひとりでは上手に入れなかっただろうから仕方ない。

「お医者様が来られたら診察を受けていただきます。マリーベル様には心安らかに静かに過ごすようにとの殿下の仰せです」

　イレーネの言葉通り、マリーベルにはなにを知らされることもなく、六日のときが過ぎた。






　そして六日後の夜、ようやくアンドレアがやって来た。

「待たせたな、マリーベル」

　来た早々、口づけを交わし力強く抱きしめてくる彼はすぐにベッドに連れ込もうとする。

「お待ちください。この六日間のうちになにがあったのですか！　私だけ蚊帳の外に置くのはやめてください」

「寝室で教えてやる」

「そんな状態では頭に入りません」

「はは。ずいぶん元気になったようだな。まあいい。では話してやろう」

　断固として断ったマリーベルの勝利だった。

　アンドレアはこの六日のうちに対処したことを順に教えてくれた。

　まずは、国王に事の次第を説明するため、アンドレアは城に向かった。大ごとにするのは本意ではないため、内々での話合いだ。

　国王はそもそもイルゼが侍女の子であったことに怒りを示し、平和条約の撤回を申し入れようとしたが、それを止めたのはアンドレアだ。

「戦争は大して利益をもたらしません。それよりもメルセンス王に対して貸しを作ったほうがいい。私に任せてはもらえませんか」

　メルセンス王国には、国の和平のための結婚なのにも関わらず、イルゼの身分を偽って輿入れされたこと、そして、イルゼがあろうことか別人との入れ替わりを謀ったことを内々に非難した。そして、身代わりとなった娘が、実は王家の落としだねだったようだということも。

　妻に迎えたのが王家筋の人間ならば、処分までには至らない。

　マリーベルを正式な王女と認め、その代わり、王家に対して堂々と詐称を働いたイルゼの王族としての身分をはく奪し追放することを要求した。

　更にかねてより秘蔵している細工技術の職人をガドリーユ王国側に派遣させることを求めた。

　メルセンス王は、技術の流出は惜しんだが、娘の追放に対してはなんの異も示さなかった。

　反吐の出るような男だ、とアンドレアは思う。イルゼが不幸だったと語るオースティンの談も間違いではないのだろう。

　オースティンとイルゼは、処分が下される前に城から消えていた。アンドレアは形ばかりの追っ手を出したが、ふたりは見つからなかったという。

　北のディエード族の反乱も、ほどなく収束していった。神の御使いの采配だとアンドレアは言ったが、マリーベルには意味がわからなかった。

　ハリスとケイトはメルセンス国に戻され、マリーベルの護衛騎士と侍女はガドリーユ王国から新たに選出された。






　それからひと月後、マリーベルとアンドレアは、改めてふたりだけの婚姻式を行った。ふくらみの目立つお腹を隠すような、ふわふわした素材のドレスは、この日のためにアンドレアが作らせたものだ。

「ふたりきりでとは言ったが、本当にふたりだけというわけではない」

「神父様がいらっしゃるから？」

「それよりもっといいものだ」

　現れたのはエドウィンに付き添われたコリンだ。初めて見る騎士の礼服姿に、マリーベルの顔がほころんだ。

「コリンにだけは祝福してほしいだろうと思ってな」

「うれしい……」

「コリンは今エドウィンの下で勉強している。教養も騎士には必要なものだ。お前の護衛騎士として、いつか活躍するときが来るだろう」

「ありがとうございます。アンドレア様」

　感激で胸を震わせるマリーベルのもとに、コリンがかしこまって駆け寄ってくる。

「姉上、本日はおめでとうございます。天の神々の祝福がおふたりのもとに賜わんことを……あってますか？　エドウィン様」

「祝福がおふたりのもとに訪れますように……かな。なんでもいいんだよ。気持ちが伝わればね」

　エドウィンは頼れる兄のように、コリンに優しく諭してくれる。

「エドウィン様。コリンのことをありがとうございます」

「いやいや。コリンは素直で鍛えがいがあります。弟ができたようで、私も楽しいですよ」

　すっかり懐いているコリンを見て、マリーベルはホッと一息ついた。

　まるで奇跡のようだ。ほんの一年前には、ただの平民の娘だったのに。今は王太子妃として愛する人に大切にされている。自分の幸運が信じられなかった。

「さあ、マリーベル。こっちへ」

　教会の前にふたりで並ぶ。神父のいかめしい顔を見つめ、あまりの真顔ぶりに笑いたくなり、ちらりと視線をアンドレアに向ければ、同じように笑いをこらえていた。

「ふふっ」

「ははっ」

　いきなり笑い出したふたりに、神父はゴホンゴホンと咳払いをして静粛を求める。だが、緩んでしまったふたりの空気は戻らなかった。

「一生、マリーベルを愛することを誓う」

「私も誓います。私の一生を、アンドレア様に捧げることを」

　こうして指輪を交換したふたりは、コリンが見守る中で、誓いのキスを交わした。
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　長く苦しい痛みから解放された瞬間、生命力にあふれた赤子の声が聞こえた。

「おめでとうございます。男の子でございますよ！」

「男の子……？」

　マリーベルは朦もう朧ろうとする意識を必死につなぎとめて、産婆の腕に抱かれた赤子を見た。

　まだ赤茶色の肌をしていて、薄い金色の髪が少しだけ生えている。元気に手足を動かしているのが見えた。

「世継ぎの皇子ですね」

「可愛い」

　マリーベルはホッとして目を閉じた。産気づいてから実に一日以上の時間が過ぎていた。長いお産だったのだ。






　次に目を覚ましたときには、出産の場は男子禁制だと追い出されていたはずのアンドレアが傍にいた。いつの間にか部屋も移されていて、石鹸の香りがするシーツに包まれている。

「よくやったな。マリーベル」

「アンドレア様」

　赤ん坊は、ゆりかごに寝かされていた。マリーベルは体を起こし、あどけなく寝息を立てる我が子を見つめる。

「この子には帝王教育をしなければならない。が、俺は父とは違う育て方をしたい。コリンに向けるのと同じような愛情をいっぱい与えてほしいんだ」

「いいんですか？」

　アンドレアは母親から離れて育てられたと聞いていたマリーベルは、彼の言葉に心底ほっとした。

「それにしても可愛い子だ。目がお前に似ている」

「凛々しい眉や口元はアンドレア様に似てますよ」

　互いに相手に似ているところを言い合っていると、後ろに控えていたエドウィンがゴホン、と咳払いをした。

「のろけ合うのやめてください。今どちらかに似ていようとも、成長するにつれて変わります。それより、マリーベル様の体を気遣って差し上げてください。最低でもひと月は休ませて差し上げないと」

「そんなに長くか？」

「あなたのお子を産む大切な女性ですよ。王家の子がひとりというわけにはまいりません。側室を持ちたくないとおっしゃるのなら、その辺はご協力いただかないと」

　その発言に顔を赤くしたのはマリーベルだけではなかった。

「それをここで言うのか、エドウィン！」

「言いますね。別に隠す必要ないでしょう」

　ガドリーユ王国は一夫多妻が許されている。メルセンス王に正式に認知されたとはいえ、生まれも育ちも平民であるマリーベルは、国王からの覚えがよくない。やがて貴族の女性を側室に望まれるかもしれないと、マリーベルはずっと不安に思っていた。

「……いいんですか。妻が私ひとりで」

　ホッとしたと同時に、ぽろりと目の淵に溜まった涙が、頬を伝って落ちていく。

「なぜ泣く、マリーベル」

「うれしいからです。だって私、王子の妻にふさわしいのか本当に自信が無いんです」

「お前に自信がなくても俺の妻はお前だけだ。困ったら助けるし、お前はひとりじゃない。ただどんなにいやがっても、もう傍からは離してやれない」

　それは甘い束縛だ。マリーベルはうれしさにほっとして、再び目を閉じる。

「マリーベル？　おい」

「お疲れなんですよ。休ませてあげればいいじゃないですか」

「俺はまだ話したりないぞ」

「子供みたいなことを言ってはいけませんよ。あなた、父親になるんですからね」

　エドウィンに呆れられたように言われたが、アンドレアは不貞腐れた顔をしたまま、その日、マリーベルのベッドの傍から離れなかった。






　エドウィンとコリンは顔を合わせ、こっそりと笑いあう。

「参ったな。怒れる獅子と言われたお方が、お前より小さな子供のようだ」

「でも王子様のことは僕好きです。姉ちゃんを大事にしてくれるから」

「おっと、その呼び名で呼ぶのはもう駄目だぞ」

「そうだった。……王太子妃殿下ですね」

　コリンは、幸せそうな姉の表情にほっとしながら、エドウィンに笑いかけた。







【Ｆｉｎ】
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